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は
じ
め
に

一

満
洲
事
変
後
の
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
「
大
ア
ジ
ア
主
義
者
」
金
子
定
一
の
戦
前
・
戦
中

三

大
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
総
合
開
発
へ

四

鹿
島
守
之
助
に
お
け
る
総
合
開
発
論
と
汎
ア
ジ
ア
主
義

五

日
本
近
現
代
史
に
お
け
る
「
総
合
開
発
」
の
意
味

お
わ
り
に

は
じ
め
に

満
洲
事
変
以
降
の
日
本
の
戦
争
に
、
財
界
や
企
業
、
個
人
は
ど
う
関
わ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、「
戦
争
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

不
可
逆
的
な
変
化
や
、「
戦
争
」
の
終
了
と
「
平
時
」
へ
の
復
帰
に
伴
う
「
戦
後
」
過
程
は
、
そ
の
後
の
「
戦
後
体
制
」
の
成
立
に
ど
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の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。
こ
れ
が
、
筆
者
の
近
年
の
関
心
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
い
を
、「
総
合
開
発
com
pre-

hensive
developm
ent」
と
い
う
政
治
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
切
り
口
と
し
て
、
考
え
た
い
。

本
稿
で
は
、
満
洲
事
変
以
降
の
日
本
帝
国
に
お
け
る
政
治
経
済
や
外
交
思
潮
に
影
響
を
与
え
た
特
定
の
歴
史
現
象
を
分
析
す
る
際
に

「
総
合
開
発
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
こ
れ
と
近
い
と
考
え
ら
れ
る
「
開
発
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
検
討
す
る
。

「
開
発
主
義
」
は
通
常
、「
通
商
主
義
」
と
対
立
す
る
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
主
に
国
家
な
い
し
そ
の
地
域
の
経
済
発
展
を
最

優
先
課
題
と
し
て
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
を
発
掘
・
開
発
す
る
よ
う
な
行
為
や
、
そ
れ
を
指
向
す
る
政
策
で
あ
る
。「
開

発
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
開
発
経
済
学
や
比
較
政
治
学
に
お
い
て
、
台
湾
や
香
港
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
を
分

析
す
る
言
葉
と
し
て
、「
開
発
独
裁
」「
開
発
主
義
」「
開
発
体
制
」「
developm
entalstate（
発
展
指
向
型
国
家
・
開
発
主
義
国
家
）」

な
ど
の
概
念
が
使
わ
れ
て
き
た
。
中
で
も
、「
開
発
独
裁
」
は
、
工
業
化
な
ど
の
経
済
開
発
や
経
済
発
展
を
重
視
し
、
独
裁
的
・
権
威

主
義
的
な
国
家
体
制
を
と
る
な
ど
の
含
意
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
が
、
定
義
の
仕
方
は
多
様
で
あ
る
。
他
の
概
念
の
場
合
に
は
、

独
裁
な
ど
の
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
国
家
の
関
与
を
ど
う
見
る
の
か
（
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
重
視
か
、

国
家
主
導
重
視
か
）、
経
済
発
展
の
度
合
い
を
ど
こ
ま
で
要
求
す
る
の
か
、
成
長
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ど
ち
ら
を
重

視
す
る
の
か
、
な
ど
で
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
日
本
で
い
ち
早
く
「
開
発
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ

ム
を
欧
米
先
進
国
と
対
比
し
て
検
討
し
影
響
力
を
持
っ
た
村
上
泰
亮
の
よ
う
に
、「
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
に
は
基
づ
か
な
い
も
う
ひ
と
つ

の
産
業
化
の
あ
り
方
」
と
規
定
す
る
も
の
も
あ
る
（
堀
金
2004）。

翻
っ
て
、「
開
発
主
義
」
の
対
立
軸
で
あ
る
「
通
商
主
義
」
は
、
開
放
的
な
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
に
信
頼
を
置
き
、
自
由
主
義
的
な

経
済
活
動
を
通
じ
て
、
国
家
や
市
場
の
満
足
が
最
大
化
さ
れ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
国
際
協
調
的
な
政
治
行
動
と
親
和
性
を
持
つ
こ

と
が
多
い
。

本
稿
が
用
い
る
「
総
合
開
発
」
と
い
う
概
念
は
、「
開
発
主
義
」
と
同
様
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
に
信
頼
性
を
置
く
と
い
う
よ
り
は
、
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自
己
完
結
的
な
経
済
圏
や
プ
ロ
ッ
ク
で
の
経
済
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
が

「
円
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
構
築
を
進
め
つ
つ
、
外
貨
獲
得
の
た
め
そ
れ
以
外
の
地
域
へ
の
輸
出
を
増
や
そ
う
と
し
た
よ
う
に
、
ど
ち
ら
も
開

放
的
な
通
商
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
論
理
的
に
排
他
的
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
扱
う
「
総
合
開
発
」

は
、
満
洲
事
変
以
降
か
ら
「
大
東
亜
戦
争
」
を
経
て
日
本
の
敗
戦
に
至
る
ま
で
、
大
ア
ジ
ア
主
義
と
い
う
心
性
と
深
く
結
び
つ
く
も
の

で
あ
っ
た
が
、「
総
合
開
発
」
が
必
然
的
に
戦
争
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
敗
戦
後
の
日
本
で
も
、「
総
合
開
発
」
は
形
を
変
え
な

が
ら
、
国
際
協
調
主
義
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
発
展
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
総
合
開
発
」
は
、
例
え
ば
、
電
力
を
創
出
す
る
た
め
に
自
然
環
境
を
開
拓
し
て
大
規
模
ダ
ム
な
ど
を
開
発
し
、
治
水
を
行
う
と
共

に
、
河
川
・
港
湾
な
ど
を
利
用
し
た
輸
送
・
運
輸
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
よ
う
な
活
動
で
あ
る
。
単
に
資
源
を
抽
出
・
採
掘
す
る
だ

け
の
採
掘
活
動
に
は
止
ま
ら
ず
、
資
源
を
利
用
し
た
新
た
な
産
業
開
発
や
通
商
促
進
な
ど
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
は
鉱
工
業
に
重
点
を
置

い
た
生
産
活
動
で
あ
る
が
、
市
場
へ
の
移
出
・
輸
出
や
加
工
、
地
域
間
の
分
業
な
ど
を
考
慮
し
て
地
域
計
画
・
国
土
計
画
を
企
画
し
、

生
産
活
動
の
た
め
の
労
働
力
の
移
動
を
含
む
シ
ス
テ
ム
を
準
備
・
設
計
す
る
。「
総
合
」
的
で
有
機
的
な
内
容
を
持
っ
た
開
発
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
地
域
内
で
新
た
な
産
業
需
要
が
生
ま
れ
通
商
が
盛
ん
に
な
る
な
ど
思
わ
ぬ
相
乗
効
果
を
生
む
ば
か
り
か
、

そ
の
地
域
に
止
ま
ら
な
い
経
済
的
な
波
及
効
果
を
生
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
総
合
開
発
」
に
お
い
て
は
、
広

域
性
も
重
要
な
要
件
で
あ
る
。
政
治
的
に
は
、
そ
う
し
た
活
動
を
動
機
づ
け
る
精
神
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
活
動
を
行
う
こ
と
も
あ
る

し
、
そ
の
活
動
自
体
や
活
動
の
成
果
が
そ
の
国
や
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
関
わ
る
生
産
活
動
は
、
雇
用
創
出
・
生
産
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
・
民
生
向
上
な
ど
の
予
測
や
イ
メ
ー

ジ
や
実
際
の
結
果
を
以
て
、
他
の
体
制
に
対
す
る
優
越
性
を
強
調
す
る
。
官
僚
制
を
中
心
と
す
る
国
家
機
関
・
地
方
機
関
・
植
民
地
当

局
な
ど
が
こ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
独
裁
的
・
中
央
集
権
的
な
司
令
塔
に
よ
っ
て
企
画
・
命
令
さ
れ
る

と
は
限
ら
ず
、
民
間
の
企
業
や
技
術
者
に
よ
る
自
由
主
義
的
・
私
的
利
益
追
求
の
結
果
と
し
て
、
総
体
的
に
そ
う
し
た
方
向
性
が
出
て

満洲事変後の総合開発プロジェクトと戦後日本（松浦正孝）
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来
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
事
例
は
、
そ
う
し
た
側
面
を
持
つ
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
人
間
の
自
然
や
社
会
に
対
す
る
楽

観
的
・
全
能
的
な
社
会
観
に
基
づ
き
、
資
源
・
労
働
力
・
空
間
に
関
す
る
社
会
設
計
的
・
社
会
工
学
的
な
開
発
を
行
う
政
治
経
済
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
本
稿
で
は
「
総
合
開
発
」
と
呼
び
た
い
。

政
治
と
は
、
人
々
に
安
全
保
障
と
活
動
環
境
を
確
保
・
提
供
し
、
生
き
る
た
め
の
経
済
活
動
や
生
活
の
場
を
整
備
し
、
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
与
え
る
活
動
で
あ
る
。
一
方
、
経
済
活
動
を
行
う
企
業
や
産
業
に
は
、
原
材
料
、
資
金
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
流
通
・
販
売
・
運

輸
力
、
労
働
力
、（
市
場
確
保
の
た
め
の
）
企
画
力
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
確
保
に
は
政
治
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

政
治
も
ま
た
、
こ
れ
ら
産
業
の
行
う
経
済
活
動
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
。
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
市
場
、
労
働
力
の
確
保
を
求
め

て
、
国
家
を
含
む
政
治
経
済
主
体
は
活
動
し
、
政
治
家
や
政
治
団
体
は
カ
ネ
と
票
を
求
め
て
企
業
や
財
界
に
接
近
す
る
。
政
治
が
人
々

に
日
々
の
暮
ら
し
や
文
化
、
多
様
な
行
動
を
通
じ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
与
え
る
の
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
地
域
主
義
、
モ
ダ
ニ

テ
ィ
、
宗
教
、
精
神
修
養
な
ど
と
い
っ
た
も
の
を
通
じ
て
で
あ
る
。「
総
合
開
発
」
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
企
業
や
産
業
も
政
治
権
力
と
深
く
結
び
つ
く
傾
向
に
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
本
稿
は
、「
総
合
開
発
」
と
い
う
概
念
を
「
開
発
主
義
」
と
は
別
の
も
の
と
し
て
立
て
、
こ
れ
を
分
析
す
る
の
か
。
か

つ
て
「
開
発
主
義
」
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
を
主
宰
し
た
末
廣
昭
は
、
そ
れ
を
、「
開
発
」
と
い
う
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
テ
コ
に

し
て
、
個
人
や
家
族
あ
る
い
は
地
域
社
会
で
は
な
く
、
国
家
や
民
族
の
利
害
を
最
優
先
さ
せ
、
国
の
特
定
目
標
、
具
体
的
に
は
工
業
化

を
通
じ
た
経
済
成
長
に
よ
る
国
力
の
強
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
物
的
人
的
資
源
の
集
中
的
動
員
と
管
理
を
行
う
方
法
、
と
し
て
定
義

づ
け
た
（
東
大
社
研
編1998、

18

）。
し
か
し
、
こ
の
共
同
研
究
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
な
ど
の
途
上
国
に
波
及
し
定
着
し
た
国
家
主
導
の
政
治
現
象
を
、
予
め
「
開
発
主
義
」
の

分
析
対
象
と
し
て
措
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
明
治
期
日
本
に
お
け
る
地
方
の
工
業
化
と
戦
後
日
本
の
石
油
化
学
産
業
の
事
例
研
究

の
章
は
、
共
同
研
究
の
中
で
は
恐
ろ
し
く
座
り
が
悪
く
、
い
わ
ば
不
自
然
な
印
象
は
拭
い
難
い
（
同
、
第
8
章
、
第
9
章
）。
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む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
こ
の
共
同
研
究
が
そ
の
出
発
点
と
し
て
、
同
じ
developm
entの
訳
語
で
あ
る
「
発
展
」
と
い
う
言
葉
と
の

対
比
に
お
い
て
「
開
発
」
を
検
討
し
た
件
で
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
か
ら
の
力
に
よ
る
改
造
と
い
う
使
い

方
や
、
植
民
地
本
国
に
よ
る
鉱
物
資
源
の
商
品
化
や
経
済
社
会
状
態
向
上
な
ど
に
触
れ
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
、
注
目
し
た
い
。
こ
の
共

同
研
究
で
は
、「
開
発
」
の
中
身
に
つ
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
は
、
植
民
地
地
域
の
住
民
の
栄
養
や
衛
生
状
態
の
改
善
、
モ
ラ

ル
の
進
歩
、
教
育
水
準
の
向
上
に
主
眼
が
置
か
れ
、
経
済
開
発
の
目
標
が
工
業
化
、
さ
ら
に
一
人
当
た
り
物
的
生
産
量
の
増
大
を
意
味

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
で
あ
る
と
い
う
変
化
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
同
、16-17

頁
）。

し
か
し
、
本
稿
で
強
調
す
る
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
後
で
こ
う
し
た
変
化
が
起
こ
っ
た
と
い
う
指
摘
自
体
は
誤
り
で
、
少

な
く
と
も
日
本
帝
国
で
は
そ
の
少
し
前
の
一
九
二
〇
年
代
か
ら
こ
う
し
た
動
き
が
始
ま
り
、
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
こ
う
し
た
変
化

が
生
じ
た
。
こ
の
共
同
研
究
が
、
国
家
・
政
府
を
主
要
な
開
発
の
担
い
手
と
す
る
一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
の
途
上
国
に
限
定
し
て

「
開
発
主
義
」
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
特
定
の
「
開
発
主
義
」
を
記
述
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
多
く
の
章
で

（
同
、
2
章
と
8
章
・
9
章
を
除
く
）、
そ
の
多
く
の
事
例
の
国
際
環
境
と
し
て
国
民
国
家
の
独
立
と
冷
戦
が
、
ま
た
、
国
内
体
制
の
特
徴

と
し
て
ク
ー
デ
タ
や
戒
厳
令
と
い
っ
た
強
権
支
配
や
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
官
僚
と
外
国
資
本
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
当
然
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、「
総
合
開
発
」
と
い
う
概
念
を
使
う
こ
と
で
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
至
る
政
治
経
済
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
連
続
性
を
示
唆
し
た
い
。

な
お
、
筆
者
が
「
総
合
開
発
」
に
着
目
す
る
の
は
、
現
在
地
球
上
を
席
᷼
し
つ
つ
あ
る
中
国
の
一
帯
一
路
政
策
に
強
い
関
心
を
も
っ

て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
一
帯
一
路
は
、
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
一
帯
）
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
（
一
路
）
に
沿
っ
た
地
域
の
「
総
合

開
発
」
を
行
い
な
が
ら
、
中
国
経
済
の
矛
盾
を
解
決
し
そ
の
飛
躍
的
発
展
を
目
指
し
、「
中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
」
と
い
う
超
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
現
に
も
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
、
周
辺
地
域
や
域
外
の
地
域
と
の
「
協
力
と
ウ

ィ
ン
ウ
ィ
ン
」
を
強
調
し
、
他
面
に
お
い
て
、
債
務
に
よ
る
支
配
や
重
要
拠
点
の
戦
略
基
地
化
な
ど
の
批
判
を
受
け
、
摩
擦
や
対
立
も
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引
き
起
こ
し
て
い
る
。
中
国
の
一
帯
一
路
だ
け
で
は
な
く
、
安
倍
晋
三
政
権
下
に
お
い
て
経
済
産
業
省
主
導
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
地

球
儀
を
俯
瞰
す
る
外
交
」
を
含
め
、
現
代
は
、「
総
合
開
発
」
を
掲
げ
国
家
が
深
く
関
与
す
る
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
競
争
の
、
各
国

に
よ
る
角
逐
と
調
整
の
時
代
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、「
総
合
開
発
」
は
、
日
中
戦
争
を
含
む
満
洲
事
変
以
降
の
日
本
の
戦
争
と
戦
後
と
に
ど
う
関
わ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
満

洲
事
変
以
後
に
日
本
帝
国
が
朝
鮮
・
満
洲
を
中
心
に
進
め
た
帝
国
内
の
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

一

満
洲
事
変
後
の
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

満
洲
事
変
か
ら
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
ま
で
を
通
観
す
る
と
、
宇
垣
一
成
・
南
次
郎
の
二
代
の
朝
鮮
総
督
時
代
に
大
き
く
進
展
し

た
、
日
本
帝
国
の
朝
鮮
・
満
洲
を
中
心
と
す
る
広
域
に
わ
た
る
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
重
要
な
画
期
で
あ
る
。
す
で
に
筆
者
が

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
一
年
七
月
に
朝
鮮
総
督
と
し
て
赴
任
し
て
す
ぐ
、
満
洲
事
変
に
遭
遇
し
た
宇
垣
は
、
こ
れ
を
満
洲
と

隣
接
す
る
朝
鮮
の
統
治
安
定
の
た
め
の
好
機
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
大
ア
ジ
ア
主
義
的
な
思
想
を
持
っ
て
い
た
宇
垣
は
、
朝
鮮

の
豊
富
な
資
源
や
安
価
で
豊
富
な
電
力
・
労
働
力
・
用
地
、
鉄
道
・
港
湾
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
満
洲
と
隣
接
す
る
と
い
う
地
理
上

の
利
を
活
か
し
て
、
植
民
地
朝
鮮
を
農
業
国
か
ら
工
業
化
、
さ
ら
に
は
商
業
繁
栄
へ
と
転
換
す
る
政
策
を
推
進
し
た
（
宇
垣
1970、

1933.1.3

の
項
な
ど
）。
内
地
か
ら
の
外
米
締
め
出
し
の
動
き
に
対
抗
し
て
、
朝
鮮
の
産
業
構
造
を
工
業
中
心
の
も
の
へ
と
転
換
す
る

と
共
に
、
公
共
土
木
事
業
と
国
内
開
発
と
に
よ
っ
て
雇
用
創
出
と
労
賃
散
布
と
で
景
気
を
刺
激
し
、
失
業
者
や
社
会
の
不
満
を
吸
収
し

よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
内
地
側
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
人
労
働
者
の
内
地
流
入
を
抑
制
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
朝
鮮
北
部
に

お
け
る
、
河
川
改
修
や
清
津
・
羅
津
の
築
港
、
鉄
道
建
設
、
長
津
江
水
力
発
電
工
事
、
朝
鮮
窒
素
の
興
南
工
場
建
設
な
ど
が
、
そ
の
例

で
あ
る
。
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宇
垣
は
、
重
化
学
工
業
化
の
た
め
に
経
済
特
区
を
設
け
、
安
い
電
力
と
労
働
力
と
土
地
と
を
謳
っ
て
、
日
本
窒
素
の
野
口
遵
、
日
本

曹
達
の
中
野
友
禮
、
昭
和
肥
料
の
森
矗
昶
、
理
研
の
大
河
内
正
敏
ら
内
地
の
新
興
財
閥
を
積
極
的
に
誘
致
し
た
。
そ
し
て
、
重
化
学
工

業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
や
イ
ン
フ
ラ
を
建
設
さ
せ
、
土
木
工
事
を
推
進
し
、
鐘
紡
や
東
洋
紡
な
ど
の
繊
維
産
業
も
朝
鮮
に
進
出
さ
せ
、
朝
鮮

経
済
を
発
展
さ
せ
た
（
松
浦
2010、
第
8
章
、
松
浦
2018）。

宇
垣
時
代
に
先
立
ち
、
す
で
に
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
三
四
歳
の
土
木
技
師
久
保
田
豊
が
、
日
本
窒
素
の
野
口
遵
に
赴
戦
江
・

長
津
江
の
水
力
発
電
開
発
プ
ラ
ン
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
野
口
は
二
五
年
に
朝
鮮
総
督
府
か
ら
鴨
緑
江
支
流
の
赴
戦

江
の
水
利
権
を
獲
得
し
て
二
六
年
朝
鮮
水
電
株
式
会
社
を
、
二
七
（
昭
和
二
）
年
朝
鮮
窒
素
肥
料
株
式
会
社
を
設
立
し
、
一
九
二
九
年

か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
赴
戦
江
で
の
水
力
発
電
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。
三
三
年
に
は
長
津
江
水
電
株
式
会
社
を
設
立
し
、
三
五
年
か
ら

長
津
江
第
一
発
電
所
の
運
転
を
開
始
し
た
。
長
津
江
で
の
水
力
発
電
工
事
に
際
し
て
は
、
朝
鮮
総
督
府
は
そ
の
水
利
権
を
持
っ
て
い
た

三
菱
か
ら
野
口
の
日
本
窒
素
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
乗
り
換
え
、
朝
鮮
工
業
化
の
速
成
の
た
め
、
野
口
ら
を
優
遇
し
て
高
収
益
を
保
証
し

た
。
発
電
所
建
設
に
使
う
電
気
設
備
・
プ
ラ
ン
ト
類
は
東
芝
に
発
注
さ
れ
、
工
事
は
三
六
年
に
完
成
し
た
と
い
う
（
大
場2009、

39-48

）。
日
本
の
主
要
な
電
力
源
は
当
初
は
火
力
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
京
都
市
電
が
琵
琶
湖
疎
水
を
利
用
し

て
蹴
上
発
電
所
で
の
発
電
を
開
始
し
て
以
来
水
力
発
電
も
次
第
に
本
格
化
し
、
一
九
五
九
年
頃
ま
で
は
「
水
主
火
従
」
で
あ
っ
た
（
永

塚1966、
55-56

）。

野
口
を
動
か
し
た
久
保
田
の
動
機
は
、
学
生
で
あ
っ
た
頃
か
ら
の
、
土
木
、
さ
ら
に
発
電
土
木
へ
の
純
粋
な
技
師
と
し
て
の
探
求
心

に
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
朝
鮮
へ
と
関
心
が
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
久
保
田
は
、
水
力
発
電
工
事
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
な
電
力
の
消
費
先
と
し
て
、
巨
額
の
資
金
提
供
者
と
し
て
、
電
気
化
学
事
業
の
経
営
者
で
あ
る
野
口
に
目
を
付
け
、
自
ら
の
プ
ラ
ン

を
持
ち
込
ん
だ
（
久
保
田1980、

253-288

、
永
塚1966、

100-127

）。
久
保
田
に
進
路
を
開
い
た
も
の
は
、
野
口
遵
と
い
う
総
合
開
発

や
政
治
と
の
関
与
に
強
い
関
心
と
広
い
視
野
を
持
っ
た
電
気
化
学
事
業
経
営
者
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
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野
口
と
久
保
田
が
次
に
目
を
向
け
た
の
が
、
鴨
緑
江
で
あ
っ
た
。
三
四
年
二
月
、
長
津
江
水
電
の
久
保
田
は
朝
鮮
軍
司
令
官
小
磯
国

昭
を
訪
問
し
、
鴨
緑
江
開
発
を
依
頼
し
た
。
一
方
、
満
洲
国
に
お
い
て
も
電
源
開
発
を
必
要
と
し
て
お
り
、
実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局

の
技
師
安
倍
孝
良
が
、
上
司
で
あ
る
実
業
部
鉱
工
司
長
椎
名
悦
三
郎
や
産
業
部
次
長
岸
信
介
、
あ
る
い
は
関
東
軍
司
令
官
南
次
郎
、
参

謀
長
板
垣
征
四
郎
ら
に
、
朝
鮮
窒
素
の
野
口
遵
に
委
託
す
る
よ
う
進
言
し
て
い
た
と
い
う
。
満
洲
国
は
三
四
年
一
〇
月
満
洲
電
業
株
式

会
社
を
設
立
し
、
三
六
年
夏
に
関
東
軍
か
ら
朝
鮮
軍
を
通
じ
野
口
遵
に
長
津
江
水
電
の
久
保
田
豊
を
送
る
よ
う
要
請
し
た
。
そ
し
て
同

年
一
〇
月
に
、
関
東
軍
司
令
官
か
ら
朝
鮮
総
督
に
転
任
し
た
南
次
郎
が
、
満
州
国
図
們
の
日
本
領
事
館
で
後
任
の
植
田
謙
吉
関
東
軍
司

令
官
と
会
見
し
、「
鮮
満
一
如
」
の
具
現
方
法
、
朝
鮮
・
満
州
国
産
業
経
済
の
不
可
分
関
係
の
強
化
、「
匪
賊
討
伐
案
」
な
ど
の
国
防
と

治
安
な
ど
に
関
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
東
條
英
機
関
東
軍
憲
兵
隊
司
令
官
と
三
橋
孝
一
郎
総
督
府
警
務
局
長
と
の
間

で
、
国
境
警
備
（「
匪
賊
討
伐
」）
と
密
輸
防
止
に
関
し
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
月
、
松
岡
洋
右
満
鉄
総
裁
が
南
朝
鮮
総
督
を

訪
問
し
、「
鮮
満
一
如
」
の
象
徴
と
し
て
鴨
緑
江
開
発
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
の
上
に
、
日
中
戦
争
勃
発
直
後

の
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
八
月
、
日
本
窒
素
の
野
口
遵
と
技
師
久
保
田
豊
と
は
、
朝
鮮
鴨
緑
江
水
力
発
電
株
式
会
社
と
満
洲
鴨
緑

江
水
力
発
電
株
式
会
社
と
い
う
朝
鮮
・
満
洲
双
方
に
跨
る
会
社
を
同
時
に
設
立
し
て
水
豊
発
電
所
建
設
を
始
め
、
四
一
年
に
第
一
期
工

事
を
完
成
し
た
（
広
瀬2003、

1-25

、
大
場2009、

39-50
）。

上
記
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
当
時
「
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
構
想
を
も
超
え
る
『
世
紀
の
大
工
事
』」
と
言
わ
れ
た
鴨
緑
江
水
豊
ダ

ム
な
ど
水
力
発
電
開
発
事
業
は
、
関
東
軍
司
令
官
を
前
職
と
す
る
南
朝
鮮
総
督
の
時
代
に
、
関
東
軍
・
朝
鮮
総
督
府
・
朝
鮮
軍
の
承
認

を
得
、
岸
信
介
・
椎
名
悦
三
郎
ら
満
洲
国
官
僚
の
支
持
を
得
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
大
場

2009、
49

）。
即
ち
、
朝
鮮
・
満
洲
に
わ
た
る
未
曽
有
の
大
規
模
開
発
は
、
出
先
軍
部
と
官
僚
制
が
実
現
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
但

し
、
久
保
田
の
自
伝
に
よ
れ
ば
、
安
倍
が
野
口
と
久
保
田
に
持
ち
か
け
た
揚
子
江
ダ
ム
の
計
画
は
、
一
九
三
六
年
夏
に
久
保
田
か
ら
野

口
の
庇
護
者
で
あ
る
宇
垣
朝
鮮
総
督
に
対
し
て
働
き
か
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
時
点
で
宇
垣
が
す
ぐ
に
、
朝
鮮
と
満
洲
国
と
が
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協
力
す
る
こ
と
に
積
極
的
な
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
、
宇
垣
か
ら
後
任
の
南
総
督
に
そ
の
申
し
送
り
が
な
さ
れ
た
た
め
、
関
東
軍
も
こ
れ

に
応
じ
て
朝
鮮
と
満
洲
国
と
の
合
同
事
業
が
実
現
し
た
の
だ
と
言
う
（
久
保
田1980、

288-295

）。
安
倍
・
久
保
田
と
い
う
現
場
を
よ

く
知
る
技
師
、
野
口
と
い
う
民
間
実
業
家
、
さ
ら
に
彼
ら
の
プ
ラ
ン
の
意
味
を
即
座
に
理
解
し
て
、
植
民
地
を
超
え
た
広
域
総
合
開
発

の
共
同
事
業
を
動
か
そ
う
と
し
た
宇
垣
朝
鮮
総
督
の
連
携
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
動
き
出
し
た
の
だ
と
言
え
よ

う
。こ

れ
に
関
連
し
て
、
自
民
党
政
治
を
中
心
と
す
る
戦
後
日
本
と
は
、
満
鉄
調
査
部
、
岸
信
介
・
椎
名
悦
三
郎
・
星
野
直
樹
ら
統
制
官

僚
、
日
産
の
鮎
川
義
介
な
ど
の
満
洲
国
の
再
現
で
あ
っ
た
と
す
る
俗
説
が
あ
る
（
例
え
ば
、
小
林1995

①
②

、
2005

）。
し
か
し
な
が

ら
、
実
際
に
は
、
こ
う
し
た
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
三
七
年
に
開
始
さ
れ
た
満
洲
産
業
開
発
五
カ
年
計
画

と
い
う
よ
り
は
、
宇
垣
朝
鮮
総
督
時
代
、
あ
る
い
は
そ
の
前
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
設
計
図
を
い
ち
早
く
現
地
で
描
い
た
者

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
満
洲
組
」
の
統
制
官
僚
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
野
口
遵
や
久
保
田
豊
ら
の
朝
鮮
に
進
出
し
た
総
合
開

発
の
構
想
を
懐
く
新
興
財
閥
系
の
技
術
者
や
経
営
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
働
き
か
け
ら
れ
た
植
民
地
当
局
や
植
民
地
軍
が
そ
の
政
治
的

意
味
を
す
く
い
上
げ
、
そ
れ
を
大
ア
ジ
ア
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
に
編
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
に
発
電
所
一
号
機
の
運
転
を
開
始
し
た
鴨
緑
江
水
豊
発
電
所
は
、
経
済
史
に
お
い
て
、「
世
界
史
の
流
れ
の
一
つ
と
し

て
世
界
的
法
則
と
し
て
形
成
さ
れ
」
た
電
力
革
命
で
あ
り
、「
電
力
革
命
と
電
気
化
学
工
業
の
結
合
に
よ
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
型
産
業
革

命
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
大
場2009、

50

）。
そ
の
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
朝
鮮
発
の
水
力
電
源

開
発
と
重
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
う
彼
ら
技
術
者
・
経
営
者
の
現
場
に
お
け
る
総
合
開
発
の
構
想
は
、
朝
鮮
・
満
洲
、
さ
ら
に
は
台

湾
、
日
本
海
側
の
内
地
へ
と
つ
な
が
る
環
日
本
海
広
域
経
済
圏
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
西
洋
帝
国
主
義
に
対
抗
す
る

「
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
」
と
い
う
共
存
共
栄
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
核
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
結
び
合
わ
せ
た
も
の
は
、
大
ア
ジ
ア
主
義
で
あ

っ
た
。
そ
の
主
張
は
、
今
で
も
根
強
い
「
日
本
は
植
民
地
支
配
を
し
た
の
で
は
な
い
」「
良
い
こ
と
を
し
た
の
だ
」「
日
本
は
ア
ジ
ア
を
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解
放
す
る
た
め
に
戦
争
し
た
」「
侵
略
戦
争
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
大
ア
ジ
ア
主
義
の
主
要
な
政
治
的
担

い
手
は
、
宇
垣
・
南
系
と
言
わ
れ
る
植
民
地
や
中
国
周
縁
部
に
軸
足
を
置
い
た
軍
人
や
植
民
地
官
僚
ら
で
あ
り
、
本
稿
で
紹
介
す
る
金

子
定
一
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
松
井
石
根
を
中
心
と
す
る
大
亜
細
亜
協
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

宇
垣
は
、
朝
鮮
北
部
・
満
洲
を
軸
と
し
た
広
域
開
発
事
業
に
よ
り
、
朝
鮮
人
の
農
民
・
労
働
者
や
日
本
内
地
の
熟
練
工
を
朝
鮮
北

部
、
満
洲
へ
と
移
住
さ
せ
、
日
本
・
朝
鮮
・
満
洲
国
の
結
合
に
よ
る
産
業
振
興
に
よ
っ
て
、
日
本
海
を
瀬
戸
内
海
の
よ
う
な
「
内
海
湖

水
」
と
し
よ
う
と
考
え
た
。
朝
鮮
改
造
に
よ
る
環
日
本
海
の
結
合
は
、
日
本
海
を
囲
む
「
ア
ジ
ア
」
地
域
の
民
生
を
向
上
さ
せ
る
と
共

に
、
そ
れ
を
通
商
・
産
業
の
軸
と
す
る
こ
と
で
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
を
南
へ
と
駆
逐
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
大
ア
ジ
ア
主
義
的
な

確
信
を
、
宇
垣
は
次
第
に
深
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
帝
国
の
植
民
地
支
配
を
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
西
洋
植
民
地
支
配
と
比
較
し
た
際
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
は
、
同
じ
東

ア
ジ
ア
の
文
明
圏
に
お
け
る
か
つ
て
の
先
進
国
を
植
民
地
化
し
た
こ
と
で

(1
)

あ
る
。
も
う
一
つ
の
経
済
史
的
な
特
色
は
、
日
本
帝
国
が
植

民
地
を
自
国
経
済
圏
の
中
に
取
り
込
む
と
共
に
、
特
に
満
洲
事
変
以
後
、
帝
国
圏
域
内
の
工
業
化
と
分
業
関
係
再
編
と
に
よ
り
、
帝
国

内
の
自
己
完
結
性
を
著
し
く
高
め
た
こ
と
で
あ
る
（
竹
内
2017、
堀
2004、
堀
2009、
第
7
章
な
ど
）。
満
洲
事
変
に
よ
っ
て
、
日
本
は

中
国
市
場
の
多
く
を
失
い
、
満
洲
や
台
湾
が
中
国
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
し
か
し
日
本
帝
国
内
で
は
そ
の
結
果
、
満
洲
と
台
湾
・
朝
鮮

な
ど
の
植
民
地
と
の
貿
易
が
飛
躍
的
に
増
え
、
帝
国
内
の
植
民
地
相
互
の
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、
帝
国
内
で
の
自
己
完
結
性
が
高
ま
っ

た
。
朝
鮮
・
満
洲
の
重
化
学
工
業
基
地
化
に
伴
い
、
台
湾
農
業
は
満
洲
産
の
豆
粕
・
大
豆
・
硫
安
や
朝
鮮
産
の
硫
安
な
ど
の
肥
料
を
輸

入
し
、
生
産
性
を
増
大
さ
せ
た
。
日
本
内
地
で
進
め
ら
れ
た
重
工
業
化
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
機
械
・
プ
ラ
ン
ト
・
基
本
材
な
ど
は
、
朝

鮮
・
台
湾
・
満
洲
な
ど
の
植
民
地
工
業
化
に
使
わ
れ
た
（
堀2004、

2005、
2009

）。
一
九
三
四
年
の
高
山
線
全
通
に
よ
り
飛
騨
高
山
の

家
具
が
富
山
港
や
伏
木
港
を
経
由
し
て
朝
鮮
・
満
洲
へ
と
大
規
模
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
松
浦2010、

698-699

）
な
ど
、「
日

本
海
内
海
化
」
に
よ
っ
て
、
新
潟
・
富
山
・
伏
木
・
境
港
な
ど
の
日
本
海
側
と
朝
鮮
、
満
洲
と
が
密
接
に
結
び
付
く
こ
と
で
、
日
本
列
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島
の
山
奥
に
も
思
わ
ぬ
経
済
効
果
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
う
し
た
事
例
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
帝
国

に
よ
る
戦
争
や
侵
略
な
ど
の
裏
面
で
も
あ
っ
た
が
、
総
合
開
発
が
も
た
ら
し
た
思
い
が
け
な
い
効
果
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

帝
国
内
の
工
業
化
や
新
市
場
創
出
な
ど
の
結
果
、
日
本
帝
国
は
経
済
発
展
の
好
循
環
を
生
み
出
し
、
植
民
地
を
含
む
経
済
や
景
気
は

上
向
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
経
済
や
日
本
帝
国
の
経
済
発
展
は
、
西
洋
植
民
地
と
の
競
争
関
係
を
意
識
す
る
植
民
地
当
局

者
の
誇
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
松
浦2010、

139-140

）。

朝
鮮
総
督
の
宇
垣
一
成
だ
け
で
は
な
く
、
一
九
三
三
年
八
月
か
ら
一
年
間
台
湾
軍
司
令
官
を
務
め
た
松
井
石
根
も
、
世
界
で
い
ち
早

く
大
恐
慌
を
克
服
し
た
日
本
帝
国
の
中
で
台
湾
が
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
、
日
本
の
台
湾
統

治
は
西
洋
の
植
民
地
支
配
と
は
違
う
と
い
う
松
井
の
信
念
に
も
強
く
結
び
つ
い
た
の
で
あ
る
（
松
浦
2010、
第
4
章
）。

宇
垣
か
ら
朝
鮮
総
督
の
地
位
と
重
化
学
工
業
化
路
線
と
を
引
き
継
い
だ
南
次
郎
も
、
従
来
の
「
内
鮮
融
和
」
を
「
満
鮮
一
体
」「
鮮

満
一
如
」「
内
鮮
一
体
」
へ
と
進
め
、
工
業
の
地
方
分
散
に
よ
り
農
工
併
進
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
。
南
時
代
に
は
朝
鮮
北
部
の
水
力

発
電
所
が
進
め
ら
れ
、
重
化
学
工
業
の
兵
站
基
地
の
建
設
が
進
行
し
、
日
本
海
を
隔
て
た
富
山
・
新
潟
と
原
料
・
製
品
供
給
な
ど
の
緊

密
化
が
進
め
ら
れ
た
。
大
土
木
事
業
に
は
、
久
保
田
豊
の
日
本
工
営
な
ど
の
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
、
間
組
、
西
松
組
、
鹿
島
組
、

銭
高
組
、
清
水
組
、
大
林
組
、
大
倉
組
と
い
っ
た
ゼ
ネ
コ
ン
の
前
身
が
盛
ん
に
参
入
し
、
後
に
戦
後
の
首
相
と
な
る
田
中
角
栄
の
田
中

土
建
工
業
が
理
研
工
業
の
下
請
け
と
し
て
内
地
か
ら
朝
鮮
へ
の
工
場
移
設
を
請
け
負
う
な
ど
、
中
小
様
々
な
業
者
た
ち
も
加
わ
っ
た

（
松
浦
2010、
第
8
章
）。

ま
た
、
南
総
督
は
、
宇
垣
時
代
の
「
心
田
開
発
」
と
い
う
精
神
主
義
運
動
を
さ
ら
に
、「
錬
成
」
と
い
う
形
で
進
め
た
（
Ṅ
2005）。

宇
垣
も
南
も
大
ア
ジ
ア
主
義
者
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
宇
垣
は
か
つ
て
の
部
下
で
あ
る
松
井
か
ら
の
大
亜
細
亜
協
会
へ
の
入
会
の

誘
い
を
体
よ
く
断
っ
た
が
、
松
井
と
親
し
か
っ
た
南
は
喜
ん
で
入
会
し
た
。

満
洲
国
建
国
と
、
朝
鮮
・
満
洲
国
境
や
朝
鮮
北
部
で
の
大
規
模
水
力
発
電
や
重
化
学
工
業
化
に
始
ま
り
、
台
湾
に
お
け
る
農
工
併
進
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や
「
日
本
海
内
海
化
」
を
含
め
た
帝
国
内
分
業
の
自
己
完
結
的
再
編
成
は
、
広
域
開
発
に
基
づ
く
有
機
的
連
環
に
よ
る
経
済
成
長
を
も

た
ら
し
、
各
植
民
地
の
総
督
府
・
軍
を
中
心
に
日
本
帝
国
の
西
洋
植
民
地
主
義
に
対
す
る
優
越
性
へ
の
自
信
を
高
め
さ
せ
た
。
こ
う
し

た
帝
国
の
広
域
に
わ
た
る
総
合
開
発
は
、
企
画
院
や
関
東
軍
な
ど
、
内
地
や
満
洲
国
の
革
新
官
僚
や
軍
部
と
い
う
中
核
的
司
令
塔
が
そ

れ
だ
け
で
設
計
し
た
も
の
で
は
な
く
、
民
間
技
師
の
プ
ラ
ン
や
各
植
民
地
に
進
出
し
た
新
興
財
閥
な
ど
に
よ
る
企
業
戦
略
を
、
宇
垣
総

督
ら
植
民
地
当
局
が
経
済
的
打
開
策
と
し
て
採
用
し
、
調
整
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
日
中
戦
争
解
決
の
見
通
し
の
立
た
な
い
中
で
、
内
地
の
石
炭
鉱
業
・
金
属
鉱
業
・
土
木
建
築
業
な
ど
へ
の
朝
鮮
人
労
働
者

の
強
制
移
動
・
強
制
労
働
、
朝
鮮
か
ら
満
洲
へ
の
移
民
促
進
な
ど
が
停
滞
す
る
と
、
一
九
三
九
年
夏
、
朝
鮮
総
督
府
が
動
き
出
し
、
帝

国
内
の
広
域
開
発
戦
略
と
分
業
強
化
と
を
推
し
進
め
た
。
す
で
に
三
八
年
一
月
、
満
洲
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
金
子
定
一
が
大
亜
細

亜
協
会
の
同
志
で
あ
る
南
朝
鮮
総
督
を
訪
ね
た
際
、
南
の
口
か
ら
「
大
陸
策
源
地
と
し
て
の
半
島
の
経
営
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、

「
内
地
か
ら
の
視
察
旅
行
者
は
先
づ
朝
鮮
を
よ
く
見
、
そ
れ
か
ら
満
洲
国
、
次
で
察
哈
爾
・
綏
遠
、
そ
の
上
で
北
支
と
い
ふ
順
序
で
あ

つ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
（
松
浦2010、

1018-1019

、
Ḽ89

）。

南
は
、
朝
鮮
こ
そ
は
「
日
本
帝
国
の
要
」
で
あ
る
と
い
う
強
い
意
識
を
持
ち
、
電
力
業
・
重
化
学
工
業
・
繊
維
業
な
ど
の
生
産
基
地

と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
内
地
・
満
洲
・
中
国
占
領
地
・
蒙
彊
な
ど
へ
の
労
務
供
給
基
地
と
し
て
、「
東
亜
新
秩
序
は
内
鮮
一
体
か
ら
」

の
理
念
の
下
に
、
朝
鮮
を
さ
ら
に
積
極
的
に
動
員
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
内
地
と
の
労
務
政
策
調
整
の
た
め
三
九
年
五
月
、
わ
ざ
わ

ざ
羅
津
・
清
津
・
雄
基
の
北
鮮
主
要
三
港
を
視
察
し
た
上
で
清
津
か
ら
新
潟
へ
の
海
路
を
選
ん
で
日
本
に
向
か
っ
た
南
は
、
帝
国
政
府

や
関
係
各
官
庁
と
協
議
す
る
と
共
に
、
日
本
海
側
の
新
潟
、
朝
鮮
人
居
住
者
の
多
い
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
・
京
都
な
ど
各
方
面
の
有

力
者
と
懇
談
し
た
。
そ
し
て
朝
鮮
に
戻
っ
た
南
総
督
は
、
五
月
二
九
日
に
総
督
府
で
開
か
れ
た
臨
時
道
知
事
会
議
で
、「
内
地
の
労
力

不
足
に
対
す
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
内
地
渡
航
に
関
す
る
本
府
の
方
針
」
を
説
明
し
た
。
さ
ら
に
五
月
三
一
日
、
朝
鮮
各
新
聞
代
表
三
八

名
と
の
懇
談
会
で
労
働
問
題
・
学
生
問
題
に
お
け
る
「
内
鮮
一
体
」
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
協
力
を
要
請
し
、
そ
の
流
れ
で
、
田
口
弼
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一
京
城
日
報
社
長
を
中
心
に
、
排
英
国
民
大
会
を
開
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
六
月
一
五
日
京
城
朝
鮮
神

宮
前
に
お
け
る
排
英
国
民
大
会
は
、
参
加
者
三
万
人
と
言
わ
れ
る
大
規
模
な
も
の
で
、
七
月
二
二
日
の
排
英
大
会
と
共
に
、
三
九
年
夏

の
日
本
各
地
を
席
巻
し
た
大
反
英
運
動
の
震
源
と
な
り
、
雛
型
と
な
っ
た
。

排
英
運
動
の
震
源
地
と
な
っ
た
植
民
地
朝
鮮
は
、
帝
国
日
本
に
お
け
る
「
人
（
労
働
力
）
の
移
動
」
の
軸
で
あ
っ
た
。
植
民
地
化
の

後
、
失
業
者
の
多
か
っ
た
朝
鮮
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
好
況
で
人
手
不
足
と
な
っ
た
日
本
内
地
へ
と
、
職
を
求
め
て
多
く
の
朝

鮮
人
が
渡
っ
た
。
し
か
し
内
地
側
で
は
、
朝
鮮
人
の
流
入
を
規
制
し
た
。
満
洲
事
変
後
の
一
九
三
四
年
、
日
本
政
府
は
「
朝
鮮
人
移
住

対
策
の
件
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
の
内
地
へ
の
移
動
は
引
き
続
き
抑
制
す
る
と
共
に
、
内
地
へ
の
移
動
を
希

望
す
る
朝
鮮
南
部
の
農
民
に
は
日
本
人
が
移
住
す
る
に
は
厳
し
い
環
境
で
あ
る
朝
鮮
北
部
・
満
洲
へ
の
移
住
先
を
あ
て
が
い
、
す
で
に

内
地
に
住
ん
で
い
る
朝
鮮
人
は
内
地
へ
「
同
化
」
さ
せ
る
方
針
を
定
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
、「
満
州
国
」
建
設
に
あ
た
っ
て
満
洲
の
関
東
軍
は
日
本
帝
国
政
府
に
対
し
、
満
洲
国
へ
の
移
民
に
朝
鮮
人
で
は
な

く
日
本
人
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
三
六
年
満
洲
移
民
計
画
で
日
本
内
地
か
ら
二
〇
年
間
で
一
〇
〇
万
戸
移
住
さ
せ
る
方
針
が
定
め
ら

れ
、
同
年
朝
鮮
人
の
移
民
を
扱
う
た
め
に
設
立
さ
れ
た
鮮
満
拓
殖
株
式
会
社
は
、
朝
鮮
人
の
満
洲
国
へ
の
入
植
を
制
限
し
、
入
植
さ
せ

る
場
合
に
も
山
奥
な
ど
厳
し
い
環
境
を
選
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
一
九
三
九
年
、
内
地
に
お
け
る
深
刻
な
人
手
不
足
の
た
め
に
、
日
本

人
移
民
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
満
洲
国
と
朝
鮮
総
督
府
の
間
で
、
朝
鮮
人
移
民
の
拡
大
で
合
意
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
年
、

労
働
力
不
足
の
深
刻
な
日
本
内
地
、
特
に
炭
鉱
や
土
木
建
築
現
場
へ
と
、
朝
鮮
か
ら
必
要
な
労
働
力
の
み
を
「
募
集
」
に
よ
っ
て
導
入

す
る
労
務
動
員
計
画
が
立
て
ら
れ
た
（
外
村2011、

11-20

）。
し
か
し
、「
募
集
」
に
よ
っ
て
は
労
務
動
員
計
画
に
必
要
な
労
務
者
を

確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
四
二
年
か
ら
は
「
官
斡
旋
」
と
い
う
形
で
、
四
四
年
か
ら
は
一
般
徴
用
令
に
よ
っ
て
、
多
く
の
朝
鮮
人
労

務
者
が
強
制
的
に
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
強
制
連
行
」
と
呼
ば
れ
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
強
制
的
移
動
・
労
働
を
実
現
す
る
た
め
に
動
員
さ
れ
た
の
が
、
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「
内
鮮
一
体
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
排
英
運
動
に
見
ら
れ
る
大
ア
ジ
ア
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
松
浦

2010、
第
二
部
第
八
章
）。
労
務
問
題
、
人
口
問
題
と
、
日
中
戦
争
や
排
英
運
動
に
関
わ
る
大
ア
ジ
ア
主
義
と
い
う
対
外
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
夏
の
大
阪
・
神
戸
な
ど
を
中
心
と
す
る
反
英
運
動
は
、
天
津
租
界
封
鎖
に
際
し
て
行
わ
れ
る
有
田
・
ク
レ
ー
ギ
ー
会
談

を
主
な
目
標
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
圧
力
を
か
け
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
日
本
国
内
で
も
「
日
本
の
近
代
史
上
に
お
い
て
も
お

そ
ら
く
他
に
例
を
み
な
い
」
規
模
の
国
民
運
動
（
永
井
2007）
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
七
月
だ
け
を
と
っ
て
も
、
開
催
さ
れ
た
排
英

国
民
大
会
は
三
七
八
件
、
参
加
人
員
は
の
べ
八
五
万
人
、
街
頭
示
威
行
進
に
参
加
し
た
も
の
は
四
〇
余
万
人
と
言
わ
れ
る
（
松
浦

2010、
165

）。
こ
の
反
英
運
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
日
本
の
対
中
戦
争
方
針
に
協
力
さ
せ
る
宥
和
の
直
前
ま
で
追
い
込
ん
だ
も
の
で
、
も

し
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
譲
歩
を
恐
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
日
米
通
商
航
海
条
約
の
廃
棄
通
告
と
い
う
ݗ
制
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
対

蒋
介
石
援
助
を
打
ち
切
ら
せ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
る
に
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
こ
の
行
為
と
独
ソ
不
可
侵
条
約
締
結
の
報
と
に

よ
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
日
本
国
内
の
反
英
運
動
は
一
時
鎮
静
化
し
た
。
し
か
し
一
度
朝
鮮
総
督
府
を
震
源
と
し
て
燃
え
上
が
っ

た
反
英
運
動
は
す
ぐ
に
再
燃
し
、
英
米
を
中
国
陣
営
の
対
日
包
囲
網
に
引
き
込
む
と
い
う
蒋
介
石
の
世
界
戦
略
（
鹿
2016）
に
、
ま
ん

ま
と
日
本
を
引
き
ず
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

南
朝
鮮
総
督
が
一
九
三
九
年
夏
、
日
英
の
天
津
租
界
封
鎖
問
題
を
機
に
「
大
陸
策
源
地
と
し
て
の
朝
鮮
」
で
起
こ
し
た
反
英
運
動

は
、
帝
国
の
新
た
な
段
階
の
労
務
総
動
員
発
動
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
西
洋
に
優
越
す
る
大
ア
ジ
ア
主
義
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
内
鮮

一
体
」
の
意
識
を
朝
鮮
植
民
地
内
に
喚
起
し
、
帝
国
臣
民
と
し
て
の
求
心
力
を
高
め
奮
起
さ
せ
よ
う
と
す
る
精
神
運
動
で
あ
っ
た
。
労

務
動
員
の
た
め
の
大
ア
ジ
ア
主
義
精
神
運
動
が
、
そ
の
後
の
日
本
帝
国
に
お
け
る
大
ア
ジ
ア
主
義
的
な
運
動
の
震
源
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
反
英
運
動
が
こ
こ
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
の
根
本
に
は
、
総
合
開
発
を
中
核
と
し
て
植
民
地
朝
鮮
で
形
成
さ
れ
た
大
ア
ジ
ア
主
義
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
植
民
地
台
湾
も
共
振
し
、
増
幅
さ
れ
た
波
動
が
内
地
を
鳴
動
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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以
下
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
節
目
節
目
を
担
っ
た
一
人
の
大
ア
ジ
ア
主
義
者
の
、
戦
前
か
ら
戦
後
を
紹
介
す
る
。

二
「
大
ア
ジ
ア
主
義
者
」
金
子
定
一
の
戦
前
・
戦
中

敗
戦
直
後
の
朝
鮮
。「
南
鮮
」
か
ら
の
引
き
揚
げ
を
目
指
す
日
本
人
が
、
共
助
・
連
絡
の
た
め
に
作
っ
た
の
が
、「
京
城
日
本
人
世
話

会
」（
当
初
は
「
内
地
人
世
話
会
」
の
名
で
発
足
）
で
あ
っ
た
。
会
長
に
穂
積
真
六
郎
（
元
朝
鮮
総
督
府
殖
産
局
長
、
京
城
電
気
会
社
社
長
、

京
城
商
工
経
済
会
会
頭
。
穂
積
重
遠
の
三
男
）、
副
会
長
は
久
保
田
豊
（
朝
鮮
電
業
・
鴨
緑
江
水
力
電
気
・
日
窒
海
南
興
業
等
の
社
長
）
と
渡

辺
豊
日
子
（
元
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
長
、
朝
鮮
重
要
物
資
営
団
理
事
長
）。
事
務
局
長
に
就
任
し
た
の
が
、
陸
軍
少
将
で
衆
議
院
議
員
・
大

政
翼
賛
会
興
亜
総
本
部
大
陸
局
長
の
金
子
定
一
で
あ
っ
た
。
金
子
の
住
居
は
京
城
府
内
の
三
坂
通
り
で
（
永
島
2012）、
家
族
を
朝
鮮

に
置
い
た
ま
ま
、
敗
戦
ま
で
金
子
は
満
洲
と
中
国
と
を
往
復
し
て
い
た
（
金
子1958、

168

）。

一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
に
金
子
は
在
日
鮮
人
擁
護
使
節
と
し
て
日
本
へ
向
か
い
、
内
地
で
半
島
の
状
況
を
講
演
す
る
一
方
、
在
日

朝
鮮
人
保
護
を
説
き
、
様
々
な
情
報
を
集
め
た
。
そ
の
後
一
〇
月
二
九
日
に
朝
鮮
人
に
扮
装
し
て
、
終
戦
と
と
も
に
引
き
揚
げ
港
と
な

っ
た
山
口
県
の
仙
崎
港
か
ら
興
安
丸
で
佂
山
に
向
か
い
、
日
本
人
世
話
会
の
活
動
を
続
け
た
後
、
家
族
を
伴
い
一
二
月
五
日
に
佂
山
を

発
っ
て
帰
国
し
て
い
る
（
金
子
1958）。

金
子
定
一
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
岩
手
県
盛
岡
市
加
賀
野
に
生
ま
れ
た
陸
軍
軍
人
で
あ
る
。
四
歳
の
時
に
南
部
藩
出
身
の

新
聞
記
者
父
定
敬
を
病
気
で
失
い
、
自
由
民
権
運
動
家
の
父
が
犬
養
毅
と
懇
意
だ
っ
た
関
係
で
、
犬
養
や
彼
の
支
援
す
る
金
玉
均
ら
に

親
し
ん
で
育
っ
た
と
い
う
（
金
子1959、

2-3

）。
盛
岡
中
学
で
石
川
啄
木
の
二
年
後
輩
だ
っ
た
金
子
は
、
啄
木
の
結
成
し
た
短
歌
の
白

羊
会
の
同
人
で
、
啄
木
に
つ
い
て
政
治
手
腕
の
非
凡
な
野
心
家
・
革
命
家
と
し
て
の
側
面
を
書
き
残
し
て
い
る
（
金
子
1967）。
社
会

主
義
に
も
惹
か
れ
て
い
た
金
子
で
あ
る
が
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
盛
岡
中
学
を
中
退
し
て
上
京
し
、
昼
は
力
行
会
で
働
き
、
夜
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は
私
立
成
城
学
校
に
通
っ
た
（
森
2001）。
そ
の
後
陸
軍
士
官
学
校
（
一
九
期
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
卒
）
へ
と
進
み
漢
語
を
学

び
、
弘
前
歩
兵
第
三
一
連
隊
（
将
兵
は
岩
手
県
出
身
者
）
付
少
尉
と
な
っ
て
陸
軍
大
学
（
二
七
期
。
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
入
学
一
五

（
大
正
四
）
年
卒
）
へ
進
ん
だ
。
歩
兵
第
三
一
連
隊
の
朝
鮮
開
城
（
ソ
ウ
ル
）
守
備
配
置
に
際
し
て
は
、
副
官
と
し
て
初
め
て
朝
鮮
の
地

を
踏
ん
だ
（
金
子
1958、168

）。
陸
大
卒
業
後
は
参
謀
本
部
を
経
て
、
二
二
（
大
正
一
一
）
年
か
ら
二
六
（
大
正
一
五
）
年
ま
で
天
津
の

支
那
駐
屯
軍
（
天
津
軍
）
参
謀
（
司
令
官
補
佐
。
司
令
官
は
鈴
木
一
馬
か
ら
二
四
年
に
吉
岡
顕
作
中
将
に
交
代
）
と
な
っ
た
。
金
子
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
中
国
勤
務
で
あ
り
、「
支
那
通
」
で
あ
る
犬
養
毅
か
ら
の
紹
介
状
を
二
〇
通
以
上
携
行
し
て
赴
任
し
た
と
い
う
。
金
子

の
人
生
は
、
自
由
民
権
運
動
家
で
「
支
那
通
」、
ア
ジ
ア
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
る
犬
養
毅
と
の
関
係
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。

そ
の
後
二
四
年
九
月
第
二
次
奉
直
戦
争
（
奉
天
派
の
張
作
霖
が
呉
佩
孚
を
破
る
）
が
起
き
、
馮
玉
祥
が
北
京
政
変
を
起
こ
し
た
。
そ
の

結
果
、
安
直
戦
争
敗
北
以
来
天
津
租
界
に
身
を
置
い
て
い
た
段
祺
瑞
が
、
張
作
霖
と
馮
玉
祥
に
擁
立
さ
れ
る
形
で
、
臨
時
政
府
執
政
に

就
任
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
金
子
の
主
要
任
務
は
国
家
総
動
員
の
た
め
の
「
支
那
資
源
調
査
」
で
あ
っ
た
が
、
天
津
軍
ナ
ン
バ
ー
⚒
で

あ
っ
た
金
子
は
病
中
の
司
令
官
に
代
わ
っ
て
専
断
し
、
北
京
政
府
顧
問
坂
西
利
八
郎
陸
軍
中
将
以
下
の
佐
々
木
到
一
ら
現
地
の
「
支
那

通
」（
俗
称
「
シ
ナ
班
」）
が
、
米
英
寄
り
と
な
っ
た
曹
錕
や
呉
佩
孚
を
支
持
す
る
の
を
差
し
置
い
て
、
段
祺
瑞
ら
親
日
派
に
テ
コ
入
れ

し
た
。
こ
の
た
め
、「
シ
ナ
班
」
か
ら
天
津
軍
に
対
し
て
は
、
中
傷
や
妨
害
が
加
え
ら
れ
た
と
言
う
。
金
子
の
専
行
は
、
彼
が
後
に
回

顧
し
た
所
で
は
、
親
日
派
へ
の
心
情
的
同
一
化
に
よ
る
行
動
で
あ
っ
た
（
金
子
1959、
特
に76

-88

）。
こ
の
後
参
謀
本
部
に
戻
っ
た
金

子
は
、
二
八
（
昭
和
三
）
年
第
三
師
団
（
名
古
屋
）
参
謀
と
な
り
、
五
月
第
三
次
山
東
出
兵
の
た
め
の
済
南
動
員
に
従
っ
た
（
金
子

1959、74

）。
中
国
在
勤
時
代
の
金
子
の
行
動
を
見
て
い
る
と
、
中
国
勤
務
の
長
い
「
支
那
通
」（「
シ
ナ
班
」）
と
し
て
の
立
場
と
は
違

い
、
む
し
ろ
心
情
的
に
親
日
派
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
の
芽
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
一
九
三
一
年
歩
兵
第
八
〇
連
隊
（
大
邱
）
付
、
三
二
年
第
二
〇
師
団
司
令
部
（
龍
山
）
付
を
経
て
、
金
子
は
三
四
年
金
沢

連
隊
区
司
令
官
と
な
る
。
歩
兵
第
八
〇
連
隊
付
時
代
に
勃
発
し
た
満
洲
事
変
に
際
し
て
、
関
東
軍
朝
鮮
軍
連
絡
参
謀
と
し
て
奉
天
に
急
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行
し
た
金
子
は
、
朝
鮮
軍
に
即
時
出
兵
を
要
請
し
た
。
石
原
莞
爾
ら
の
満
洲
事
変
を
援
護
す
べ
く
、
司
令
官
林
銑
十
郎
が
天
皇
の
命
令

な
し
に
朝
鮮
軍
を
越
境
さ
せ
る
行
動
を
、
関
東
軍
と
朝
鮮
軍
と
の
連
絡
役
と
し
て
促
進
し
た
の
で
あ
る
。
三
三
年
三
月
一
日
、
満
洲
国

建
国
一
周
年
に
行
わ
れ
た
大
亜
細
亜
協
会
の
設
立
に
伴
っ
て
会
員
と
な
っ
た
金
子
は
、
そ
の
朝
鮮
支
部
で
あ
る
朝
鮮
大
亜
細
亜
協
会
を

第
二
〇
師
団
司
令
部
付
陸
軍
大
佐
時
代
の
三
四
年
三
月
に
設
立
し
、
さ
ら
に
金
沢
連
隊
区
司
令
官
時
代
に
は
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
に

実
現
す
る
こ
と
に
な
る
金
沢
支
部
設
立
に
向
け
て
奔
走
し
た
（
松
浦2010、

658-659・
698

）。
満
洲
事
変
後
の
朝
鮮
勤
務
及
び
、
日
本

海
側
の
金
沢
に
お
け
る
連
隊
長
時
代
は
、
金
子
が
「
朝
鮮
通
」「
大
ア
ジ
ア
主
義
者
」
と
し
て
完
成
し
た
時
期
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
子
が
朝
鮮
に
勤
務
し
た
時
の
朝
鮮
総
督
は
宇
垣
一
成
で
あ
り
、
宇
垣
時
代
に
植
民
地
朝
鮮
、
そ
し
て
日
本
帝
国
は
大
き
な
転
換
を
遂

げ
る
。
金
子
は
、
大
亜
細
亜
協
会
の
組
織
化
に
お
い
て
、
宇
垣
・
南
両
朝
鮮
総
督
の
主
導
し
た
「
日
本
海
湖
水
化
」
構
想
の
通
り
に
、

朝
鮮
半
島
と
日
本
海
側
と
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
率
先
し
て
果
た
し
た
。
そ
し
て
金
子
の
キ
ャ
リ
ア
は
こ
の
後
も
、
帝
国
転
換
後
の
朝

鮮
と
満
洲
と
を
つ
な
ぐ
役
割
に
捧
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

金
子
の
陸
士
一
九
期
の
同
期
に
は
今
村
均
・
河
辺
正
三
・
喜
多
誠
一
・
田
中
静
壱
・
塚
田
攻
ら
が
お
り
、
陸
大
二
七
期
の
同
期
に
は

今
村
・
河
辺
や
東
條
英
機
、
本
間
雅
晴
、
岡
部
直
三
郎
ら
が
い
た
。
岩
手
出
身
の
陸
軍
軍
人
と
し
て
金
子
は
、
板
垣
征
四
郎
、
東
条
英

機
と
並
ぶ
「
三
秀
才
」
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
（
小
野
寺2009、

37-38

）。「
支
那
通
」
と
し
て
有
名
な
大
亜
細
亜
協
会
会
頭
の
松

井
石
根
か
ら
も
参
謀
本
部
勤
務
以
来
終
始
親
し
く
目
を
か
け
ら
れ
て
い
た
金
子
は
（
金
子1958、

120-126

、
金
子1959、

86-87

）、
政

治
手
腕
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
陸
軍
内
で
の
大
い
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
金
子
は
、
三
六
年
の
二
・
二
六
事
件
後
、
事
件
と
の
関
係
を
疑
わ
れ
て
予
備
役
に
編
入
さ
れ
る
（
松
浦
2010、
第
8
章
）。
平

素
大
川
周
明
と
あ
ま
り
に
親
密
な
交
際
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
原
因
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
八
木1953、

66-67

）。
予
備
役
の
松

井
石
根
は
、
憲
兵
隊
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
金
子
の
た
め
に
金
沢
ま
で
赴
き
、
ま
た
東
京
に
行
っ
て
弁
明
し
た
。
同
郷
の
板
垣
征
四
郎
関

東
軍
参
謀
長
も
、
満
洲
か
ら
や
は
り
金
子
の
無
実
を
晴
ら
す
た
め
尽
力
し
た
が
力
及
ば
な
か
っ
た
。
間
も
な
く
担
当
の
憲
兵
隊
長
が
岩
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手
県
士
沢
出
身
の
中
佐
に
代
わ
る
と
「
無
実
の
罪
」
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
が
、
時
す
で
に
遅
し
で
あ
っ
た
（
金
子1952

②
、

79-80

、
金
子1954

③
、

44-48、
48-54

）。
そ
の
政
治
性
故
に
、
金
子
の
軍
人
と
し
て
の
前
途
は
断
た
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
金
子

は
、
お
そ
ら
く
板
垣
征
四
郎
参
謀
長
や
今
村
均
参
謀
副
長
ら
関
東
軍
の
同
郷
の
友
人
ら
の
誘
い
で
、
満
洲
に
渡
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

一
九
三
七
年
三
月
の
林
銑
十
郎
内
閣
に
よ
る
第
二
〇
回
総
選
挙
（「
食
い
逃
げ
解
散
」）
に
際
し
て
、
林
内
閣
の
少
数
与
党
で
あ
っ
た

昭
和
会
は
、
満
洲
新
京
に
い
た
協
和
会
副
部
長
の
金
子
を
岩
手
二
区
か
ら
出
馬
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
新
京
に
い
た
金
子
は
そ
の
回
答

を
、
当
時
師
団
長
会
議
の
た
め
東
京
に
滞
在
し
て
い
た
盟
友
の
今
村
均
関
東
軍
参
謀
副
長
に
一
任
し
、
そ
の
結
果
出
馬
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
財
界
の
平
生
釟
三
郎
ら
か
ら
選
挙
資
金
を
提
供
さ
れ
た
も
の
の
、
落
選
し
た
（
八
木
1953）。
正
確
な
時
期
は
わ
か

ら
な
い
が
、
金
子
は
一
時
、
満
鮮
拓
殖
株
式
会
社
顧
問
と
し
て
朝
鮮
か
ら
満
洲
へ
の
移
住
を
援
助
す
る
任
務
に
従
事
し
て
い
る
。
同
社

は
、
宇
垣
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
朝
鮮
か
ら
満
洲
へ
の
移
民
を
奨
励
・
統
制
す
べ
く
、
宇
垣
の
提
唱
に
よ
り
一
九
三
六
年
に
設
立
さ
れ
た

鮮
満
拓
殖
株
式
会
社
の
満
洲
国
側
の
法
人
と
し
て
三
八
年
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
宇
垣
・
南
系
の
二
宮
治
重
が
ト
ッ
プ

（
鮮
満
は
総
裁
、
満
鮮
は
理
事
長
）
を
務
め
て
い
た
（
波
形
他
監2002、

12-25

。
李
炯
植
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

当
初
の
満
州
国
の
移
民
政
策
は
、
朝
鮮
か
ら
満
洲
へ
の
移
民
を
抑
制
的
か
つ
統
制
的
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、

金
子
は
、
満
洲
事
変
を
計
画
し
た
石
原
莞
爾
に
つ
い
て
、
岩
手
県
の
南
部
次
郎
（
南
部
姓
を
禁
じ
ら
れ
、
一
時
期
、
東
政
図
（
ひ
が
し
・

ま
さ
み
ち
）
と
名
乗
っ
た
。
東
次
郎
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
盛
岡
藩
家
老
、
盛
岡
県
大
参
事
、
外
務
省
入
り
し
て
初
代
芝
罘
領
事
。
興
亜

会
会
員
（
発
起
人
の
一
人
）（
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
南
部
次
郎
」、
狭
間2001、

92

））
に
王
道
思
想
を
学
び
東
亜
連
盟
を
興
し

て
東
條
英
機
に
対
抗
し
た
と
し
て
、
そ
の
思
想
に
共
感
し
て
い
た
（
金
子1952

①

、
阿
部
博
行2005、

37-38

）。

金
子
は
そ
の
後
、
満
洲
国
協
和
会
副
部
長
と
し
て
、
満
洲
に
お
け
る
朝
鮮
人
を
宣
撫
し
て
抗
日
か
ら
転
向
さ
せ
た
り
、
朝
鮮
人
と
日

本
人
や
漢
族
と
の
共
生
を
促
進
し
た
り
す
る
活
動
に
従
事
し
た
と
い
う
（
金
子1941、

58-64

）。
彼
は
ま
た
、
満
洲
国
の
朝
鮮
人
が
作

っ
た
新
京
実
務
学
校
の
校
長
に
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
九
四
二
年
の
第
二
一
回
総
選
挙
（
総
選
挙
）
で
翼
賛
政
治
会
の
公
認
候
補
と
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し
て
岩
手
二
区
か
ら
当
選
、
敗
戦
時
に
は
大
日
本
興
亜
会
大
陸
局
長
兼
実
践
局
長
で
あ
っ
た
。
金
子
自
身
は
、
小
磯
首
相
と
緒
方
竹
虎

情
報
局
総
裁
の
了
承
の
下
に
、
松
井
石
根
ら
と
諮
っ
て
、
敗
戦
前
に
日
本
人
の
手
で
朝
鮮
独
立
を
実
現
す
る
べ
く
大
日
本
興
亜
会
朝
鮮

支
部
を
創
立
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
阿
部
信
行
朝
鮮
総
督
ら
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
と
回
顧
し
て
い
る
が
（
金
子1958、

123-125、

172

）、
真
相
は
不
明
で
あ
る
。
金
子
は
、
参
謀
本
部
時
代
の
上
司
で
あ
り
宇
垣
・
南
系
の
先
輩
で
も
あ
る
阿
部
に
つ
い
て
、「
総
理
大

臣
と
な
り
、
東
条
内
閣
の
大
日
本
政
治
会
長
と
な
り
、
朝
鮮
総
督
と
な
つ
て
は
全
く
見
る
べ
き
も
の
が
無
く
な
つ
て
仕
舞
つ
た
」
と
酷

評
し
、「
こ
の
民
間
志
士
た
る
予
等
や
、
軍
を
信
用
せ
ず
、
総
督
府
の
役
人
達
の
考
え
丈
で
終
戦
直
後
の
仕
事
を
や
ろ
う
と
し
た
こ
と

が
朝
鮮
を
絶
大
な
混
乱
に
陥
れ
た
原
因
と
な
る
」
と
書
き
つ
け
て
い
る
（
金
子1958、

128

）。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
金
子
定
一
は
、
満
洲
事
変
及
び
満
洲
国
な
ど
に
深
く
関
わ
っ
た
「
支
那
通
」、「
朝
鮮
通
」
の
特
異
な

陸
軍
軍
人
で
あ
り
、
大
ア
ジ
ア
主
義
を
現
地
で
支
え
続
け
た
重
要
な
人
物
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
金
子
が
、
戦
後
、
総
合
開
発
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
た
の
か
。
以
下
に
そ
れ
を
述
べ
る
。

三

大
ア
ジ
ア
主
義
か
ら
総
合
開
発
へ

金
子
は
、
日
鮮
同
祖
論
に
基
づ
き
血
縁
を
中
核
に
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
結
合
を
主
張
す
る
ト
ゥ
ー
ラ
ン
主
義
（
レ
ヴ
ェ
ン
ト
2014）
に

近
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
満
洲
国
成
立
を
機
に
、
日
本
海
・
東
シ
ナ
海
を
「
内
海
」
と
す
る
こ
と
で
、
日
本
民
族
が
本

来
の
故
郷
で
も
あ
る
大
陸
へ
日
本
列
島
か
ら
帰
還
し
、「
ア
ジ
ア
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」
を
回
復
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
日
中

戦
争
に
よ
っ
て
、
ソ
連
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
へ
の
対
立
を
露
わ
に
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、「
日
本
は
朝
鮮
を
橋
梁
と
し
、
満
支

の
あ
ら
ゆ
る
海
港
を
綱
杭
と
し
て
大
陸
に
接
続
し
た
、
之
か
ら
は
仮
面
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
西
力
を
片
手
に
制
御
し
つ
ゝ
大
陸
発
展
へ

の
体
当
り
だ
」
と
し
て
、「
復
興
ア
ジ
ア
の
再
建
」
の
た
め
「
ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
ア
」
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
（
松
浦2010、
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470-477、
539-542

）。
大
亜
細
亜
協
会
の
雑
誌
『
大
亜
細
亜
主
義
』
に
掲
載
さ
れ
た
主
張
を
、
金
子
は
一
九
三
九
年
に
『
日
本
民
族
の

大
陸
還
元
』
と
し
て
千
倉
書
房
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。

金
子
は
、
満
洲
に
お
い
て
満
鮮
拓
殖
会
社
顧
問
と
し
て
朝
鮮
か
ら
満
洲
へ
の
移
住
を
進
め
、
そ
の
後
も
満
洲
国
協
和
会
副
部
長
と
し

て
、
満
州
に
お
け
る
朝
鮮
移
民
ら
と
漢
民
族
農
民
と
の
協
調
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
一
方
で
金
子
は
、「
大
和
民
族
と

漢
民
族
限
り
の
協
和
」
を
安
易
に
求
め
る
こ
と
を
戒
め
た
。
内
地
・
満
洲
・
中
国
・
蒙
彊
で
朝
鮮
人
に
対
す
る
批
判
を
聞
か
さ
れ
る

と
、
金
子
は
彼
ら
を
擁
護
し
た
。
満
洲
の
地
で
の
反
満
抗
日
闘
争
に
疲
れ
、
協
和
会
の
帰
順
工
作
に
従
っ
て
地
元
農
村
に
編
入
さ
れ
た

「
匪
賊
上
り
」
の
村
や
、
満
洲
北
部
の
朝
鮮
人
麻
薬
業
者
（
同
時
に
麻
薬
患
者
で
も
あ
る
）
で
強
制
移
住
に
よ
り
帰
農
さ
せ
ら
れ
中
毒
を

克
服
し
た
村
な
ど
の
例
を
挙
げ
て
、
反
論
し
た
と
い
う
（
金
子1941、

58-64

）。
金
子
の
発
言
は
、
宣
撫
・
宣
伝
を
担
当
す
る
立
場
と

し
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
、
朝
鮮
と
満
洲
、
中
国
占
領
地
、
蒙
彊
、
内
地
な
ど
を

「
五
族
協
和
」
の
た
め
に
調
整
す
る
こ
と
を
自
ら
の
使
命
と
信
じ
て
、
金
子
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

敗
戦
当
時
の
金
子
の
日
記
を
見
て
も
、
彼
は
、
日
鮮
同
祖
論
を
根
拠
に
、
朝
鮮
内
、
内
地
に
お
け
る
朝
鮮
人
と
日
本
人
と
の
「
融

和
」
を
活
動
の
目
標
と
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
四
五
年
九
月
一
七
日
に
一
時
内
地
に
帰
る
直
前
に
朝
鮮
人
男
性
と
日
本
人
女
性
と

の
結
婚
式
の
媒
酌
を
し
て
い
る
。
彼
は
日
本
人
が
朝
鮮
統
治
時
代
に
朝
鮮
人
に
対
し
て
行
っ
た
数
々
に
つ
い
て
非
難
し
、
朝
鮮
人
に
よ

る
報
復
の
事
実
を
記
し
な
が
ら
も
、「
日
鮮
融
和
」
へ
の
信
念
は
終
始
変
わ
っ
て
い
な
い
（
金
子1958、

136-141

）。
金
子
は
、
国
防
募

金
の
伸
張
、
従
軍
志
願
者
の
増
加
、
愛
国
運
動
へ
の
参
加
者
増
な
ど
を
、
満
洲
事
変
、
日
中
戦
争
を
経
て
、
朝
鮮
人
が
日
本
人
と
し
て

目
覚
め
て
来
た
こ
と
の
証
左
と
し
て
歓
迎
し
、
一
方
で
各
植
民
地
に
お
け
る
日
本
人
に
よ
る
差
別
、
横
暴
、
欧
米
崇
拝
な
ど
を
厳
し
く

批
判
し
、
日
本
人
に
反
省
を
促
し
た
（
松
浦2010、

470-477

）。

金
子
の
主
張
は
、
朝
鮮
農
民
の
満
洲
移
住
や
、
精
神
運
動
、
文
化
啓
蒙
活
動
な
ど
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
参
謀
本
部

時
代
の
上
司
松
井
石
根
が
創
設
し
た
大
亜
細
亜
協
会
の
主
張
を
忠
実
に
表
現
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
大
亜
細
亜
協
会
の
組
織
化
に
お
い
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て
も
、
朝
鮮
支
部
で
あ
る
朝
鮮
大
亜
細
亜
協
会
と
、
朝
鮮
と
向
か
い
合
う
日
本
海
側
の
金
沢
支
部
を
、
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上

げ
て
い
る
よ
う
に
、
金
子
は
、
宇
垣
朝
鮮
総
督
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
「
日
本
海
内
海
」
化
構
想
の
実
践
者
で
あ
っ
た
。
当
時
の
彼
の
発

言
に
は
精
神
主
義
的
・
農
本
主
義
的
側
面
が
強
く
、
そ
れ
を
産
業
的
・
広
域
的
な
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
立
ち
上
げ
よ
う
と

い
う
側
面
は
弱
い
。
し
か
し
、
金
子
は
戦
後
に
な
っ
て
、
岩
手
県
や
日
本
の
復
興
の
た
め
に
、
宇
垣
時
代
の
朝
鮮
に
お
け
る
「
心
田
開

発
」
と
い
う
標
語
を
引
用
し
た
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
・
満
洲
時
代
か
ら
の
知
己
で
あ
る
鹿
島
守
之
助
と
共
に
水
力
発
電
に
よ
る
地
域
開

発
を
提
唱
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
金
子
が
、
宇
垣
総
督
時
代
の
朝
鮮
に
お
け
る
総
合
開
発
の
意
義
に
つ
い
て
、
戦
後
に
な
っ
て
認
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
四
五
年
一
二
月
に
日
本
に
家
族
と
共
に
帰
国
し
て
後
、
公
職
追
放
と
な
っ
た
金
子
は
、
郷
里
岩
手
の
花
巻
で
「
岩
手
社
会
人
の

同
人
誌
」
と
題
す
る
『
雑
文
ク
ラ
ブ
』
を
主
宰
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
二
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効
に
伴
い
、『
雑

文
ク
ラ
ブ
』
を
、
日
本
・
郷
土
の
再
建
・
飛
躍
の
た
め
「
心
田
・
政
経
文
化
の
開
發
、
愛
郷
社
交
」
を
掲
げ
る
『
開
發
ク
ラ
ブ
』
へ
と

衣
替
え
し
た
（『
雑
文
ク
ラ
ブ
』
四
巻
八
号
、1952.8

、
表
紙
の
裏
頁
）。
独
立
回
復
と
共
に
、「
開
発
」
と
い
う
言
葉
が
政
治
的
旗
印
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
に
病
没
す
る
ま
で
、
金
子
は
こ
の
雑
誌
を
舞
台
に
、
郷
里
岩

手
で
宇
垣
朝
鮮
総
督
時
代
の
「
心
田
開
発
」
の
精
神
修
養
と
水
力
発
電
に
よ
る
岩
手
県
総
合
開
発
の
実
現
に
、
朝
鮮
・
満
洲
時
代
の
夢

を
託
し
続
け
た
。

「
心
田
開
発
」
と
は
、
徳
川
時
代
の
農
政
家
二
宮
尊
徳
に
始
ま
り
、
金
子
が
朝
鮮
軍
で
勤
務
し
て
い
た
頃
の
宇
垣
朝
鮮
総
督
が
大
々

的
に
取
り
上
げ
た
、
大
ア
ジ
ア
主
義
的
な
植
民
地
支
配
の
標
語
で
あ
る
（
松
浦2018、

140-141

）。
金
子
自
身
は
、
郷
里
南
部
藩
出
身

の
地
球
物
理
学
者
で
ロ
ー
マ
字
論
者
と
し
て
も
有
名
な
田
中
舘
愛
橘
の
「
心
田
開
発
第
一
主
義
」
か
ら
も
、
確
信
を
得
た
よ
う
で
あ
る

（K
1952、

6

）。

当
時
、
岩
手
県
は
深
刻
な
経
済
難
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
下
民
間
に
、
県
庁
に
呼
応
し
て
恵
ま
れ
た
天
然
資
源
を
開
発
し
、
県
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民
の
団
結
力
に
よ
り
資
本
を
調
達
し
て
県
の
総
合
開
発
を
行
い
復
興
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
動
き
が
あ
り
、
金
子
の
開
發
ク
ラ
ブ
は
そ

の
中
心
で
あ
っ
た
。

日
本
の
内
地
で
は
、
一
九
二
六
年
土
木
学
者
物
部
長
穂
が
発
表
し
た
「
河
水
統
制
計
画
」
に
つ
い
て
の
論
文
以
来
、
水
系
一
貫
管

理
・
河
川
総
合
開
発
の
主
張
が
あ
っ
た
。
東
北
地
方
で
は
、
世
界
大
恐
慌
に
よ
る
農
村
恐
慌
、
東
北
大
飢
饉
、
一
九
三
三
年
の
昭
和
三

陸
地
震
に
よ
る
大
津
波
被
害
な
ど
が
あ
っ
て
大
い
に
疲
弊
し
て
い
た
た
め
、
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
計
画
（
一
九
三
三
年
）
を
モ

デ
ル
と
し
て
、
一
九
三
六
年
五
月
に
国
策
会
社
で
あ
る
東
北
興
業
株
式
会
社
及
び
東
北
振
興
電
力
株
式
会
社
（
初
代
の
総
裁
及
び
社
長

は
元
商
工
次
官
吉
野
信
次
。
後
者
は
現
東
北
電
力
の
前
身
）
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
、
資
源
論
で
有
名
な
新
官
僚
松
井
春
生
資
源
局
長
官

が
こ
の
事
務
局
長
を
兼
任
し
て
、
東
北
振
興
五
か
年
計
画
を
策
定
、
運
営
し
た
。
阿
武
隈
川
・
田
沢
湖
で
の
水
力
発
電
な
ど
が
開
発
さ

れ
た
結
果
、
福
島
県
で
作
ら
れ
る
電
力
の
三
分
の
二
が
東
京
に
送
ら
れ
る
構
造
が
で
き
た
と
い
う
（
岡
田2012

、
奥
村2012

）。
し
か

し
、
東
北
最
大
の
河
川
で
あ
る
北
上
川
や
岩
手
県
に
つ
い
て
は
、
手
付
か
ず
で
あ
っ
た
。

こ
の
東
北
興
業
並
び
に
東
北
振
興
電
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
批
判
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
吉
野
信
次
と
い
う
一
九
三
〇
年
代
前

半
の
統
制
経
済
を
次
官
と
し
て
取
り
仕
切
っ
た
革
新
官
僚
が
、
東
北
出
身
と
は
言
え
、
天
下
り
的
に
ト
ッ
プ
の
座
に
就
い
た
こ
と
に
関

わ
る
。
吉
野
は
後
に
、「
私
が
こ
の
仕
事
を
引
受
け
る
と
き
商
工
次
官
の
小
川
さ
ん
に
い
い
ま
し
た
。『
電
力
利
用
の
ど
ん
な
仕
事
を
起

こ
す
か
と
い
う
見
当
を
つ
け
る
に
は
、
私
も
あ
る
意
味
で
の
適
任
者
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
く
ら
い
の
仕
事
な
ら
半
年
も
た
て
ば
す

み
ま
す
よ
。
実
際
ど
の
現
場
で
い
く
ら
の
コ
ス
ト
で
仕
上
げ
る
か
と
い
う
話
に
な
る
と
私
で
は
無
理
で
す
。
私
は
セ
メ
ン
ト
一
袋
な
ん

ぼ
す
る
か
と
い
う
値
段
も
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
計
画
を
立
て
て
、
こ
の
川
は
こ
れ
だ
け
電
力
が
出
る
、
こ
れ
を
な
ん
に
使
う
か
と
い
う

こ
と
は
見
当
が
つ
く
が
、
い
く
ら
の
コ
ス
ト
で
仕
上
げ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
現
業
は
森
矗
昶
の
よ
う
な

人
に
や
ら
せ
る
が
い
い
で
し
ょ
う
』
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
」（
東
北
開
発1990、

74

）、
と
回
顧
し
て
い
る
。

当
時
、「
東
北
振
興
は
岡
田
内
閣
の
一
枚
看
板
也
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
、
政
党
内
閣
崩
壊
後
成
立
し
た
廣
田
弘
毅
内
閣
以
来
の
主
要
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国
策
の
実
現
と
し
て
そ
の
壮
大
な
総
合
開
発
に
期
待
が
か
け
ら
れ
た
（
東
北
開
発1990、

48-49

）。
し
か
し
そ
の
期
待
は
大
き
く
裏
切

ら
れ
、「
初
代
総
裁
吉
野
信
次
も
、
二
代
目
総
裁
八
田
嘉
明
も
、
一
年
足
ら
ず
で
大
臣
就
任
の
た
め
腰
か
け
的
に
や
め
て
い
る
」
と
の

批
判
を
東
北
人
か
ら
浴
び
、
化
学
肥
料
工
業
経
営
を
放
棄
し
て
東
北
振
興
事
業
を
縮
小
し
、
投
資
・
助
成
事
業
に
移
行
し
た
（
東
北
開

発
1990、62
-76

）
の
で
あ
る
。
電
力
開
発
・
肥
料
な
ど
電
気
化
学
工
業
経
営
・
水
産
・
鉱
産
資
源
開
発
・
農
村
工
業
化
な
ど
に
わ
た

る
総
合
開
発
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
官
僚
出
身
者
の
吉
野
な
ど
よ
り
も
、
実
地
で
総
合
開
発
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
た
大
河
内
正

敏
（
理
化
学
研
究
所
）
や
森
矗
昶
（
森
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
）、
中
野
友
禮
（
日
曹
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
）、
野
口
遵
（
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
）
と
い
っ

た
新
興
財
閥
な
ど
の
民
間
経
営
者
や
、
現
場
を
よ
く
知
る
技
師
な
ど
の
方
が
適
任
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
雪
沢
千
代
治
が
岩
手
県
知
事
に
就
任
し
開
発
に
力
を
入
れ
始
め
る
と
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
成
功
の
評
判
を
聞
き
ダ

ム
建
設
を
北
上
川
に
国
内
で
初
め
て
組
み
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
た
内
務
省
が
、
戦
後
の
北
上
五
大
ダ
ム
に
つ
な
が
る
北
上
川
上
流
改

修
計
画
を
策
定
し
、
田
瀬
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
っ
た
と
い
う
（
高
橋
1986）。
し
か
し
、
戦
争
の
激
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
工
事
は
中

断
さ
れ
た
。
戦
前
、
電
力
管
理
法
で
成
立
し
た
日
本
発
送
電
が
始
め
た
水
力
発
電
開
発
計
画
は
、
電
力
五
か
年
計
画
に
基
づ
い
て
各
地

域
で
進
め
ら
れ
た
が
、
行
政
上
の
混
乱
と
戦
局
悪
化
の
う
ち
に
中
止
さ
れ
る
所
が
多
く
あ
っ
た
。

戦
後
に
な
る
と
、
一
九
五
〇
年
、
第
三
次
吉
田
茂
内
閣
が
国
土
総
合
開
発
法
（
四
九
年
経
済
安
定
本
部
の
諮
問
委
員
会
で
あ
る
河
川
総

合
開
発
調
査
審
議
会
が
提
言
し
た
河
川
改
訂
改
修
計
画
か
ら
発
展
し
た
）
を
制
定
し
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
（
一
九
三
三
年
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
水
資
源

開
発
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
特
定
地
域
に
岩
手
県
の
多
く
が
指
定
さ
れ
、
北
上
川
流
域
開
発
が
最
初
の
本
格
的
な

河
川
総
合
開
発
と
し
て
浮
上
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
県
で
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
県
内
の
開
発
と
復
興
へ
の
協
力
を
県
民
に
働
き
か

け
た
。
開
發
ク
ラ
ブ
顧
問
で
も
あ
っ
た
岩
手
県
知
事
国
分
謙
吉
、
副
知
事
阿
部
千
一
以
下
、
県
庁
で
は
、
改
題
さ
れ
た
『
開
發
ク

(2
)

ラ
ブ
』
に
寄
稿
し
て
、「
県
民
の
心
田
開
発
」
に
始
ま
る
総
合
開
発
の
推
進
を
紙
面
で
訴
え
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
一
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
岩
手
県
に
よ
る
総
合
開
発
貯
蓄
運
動
、
鉄
道
網
整
備
、
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た
電
源
開
発
促
進
法
を
利
用
し
た
北
上
川
流
域
の
電
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源
開
発
な
ど
で
あ
る
（
原1952、

7-8

、
国
分1952、

6

、
阿
部
千
一1952、

7-10

）。
こ
れ
を
含
む
岩
手
県
の
官
民
を
一
体
と
し
た
働
き

か
け
の
結
果
、
正
式
な
計
画
書
を
い
ち
早
く
提
出
し
た
北
上
特
定
地
域
の
開
発
計
画
は
国
土
総
合
開
発
審
議
会
を
通
過
し
、
五
三
年
二

月
に
十
か
年
計
画
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
（
阿
部
千
一1953

①
17-19、

②
17-19

）。

折
し
も
一
九
五
二
年
、
農
林
省
が
直
轄
し
た
北
上
川
水
系
滝
名
川
の
山
王
海
ダ
ム
（
施
工
鹿
島
建
設
）
が
、
前
近
代
以
来
熾
烈
な
水

争
い
を
続
け
て
来
た
地
域
の
農
業
用
ダ
ム
と
し
て
完
成
し
た
。
当
時
、「
東
洋
一
の
土
え
ん
堤
」
を
誇
っ
た
と
い
う
（
鹿
島
建
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
鉄
道
の
鹿
島
か
ら
土
木
の
鹿
島
へ
」）。
一
九
五
〇
年
の
国
土
開
発
計
画
に
よ
り
、
戦
後
再
開
さ
れ
た
北
上
川
水
系
の
水
力
発
電

工
事
計
画
は
、
岩
手
・
宮
城
両
県
に
渡
る
北
上
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
（
Ｋ
Ｖ
Ａ
）
と
し
て
再
生
し
た
。
北
上
五
大
ダ
ム
で
あ
る
胆

沢
川
の
石
渕
ダ
ム
（
一
九
四
五
年
着
工
、
五
三
年
竣
工
、
施
工
西
松
建
設
）、
猿
ケ
石
川
の
田
瀬
ダ
ム
（
四
一
年
着
工
、
五
四
年
竣
工
、
西
松

建
設
）、
和
賀
川
の
湯
田
ダ
ム
（
五
三
年
着
工
、
六
四
年
竣
工
、
西
松
建
設
）、
北
上
川
本
流
の
四
十
四
田
ダ
ム
（
六
〇
年
着
工
、
六
八
年
竣

工
、
鹿
島
建
設
）、
雫
石
川
の
御
所
ダ
ム
（
六
七
年
着
工
、
八
一
年
竣
工
、
鹿
島
建
設
・
西
松
建
設
）
は
、
そ
の
成
果
で
あ
る
（
日
本
ダ
ム
協

会
「
ダ
ム
便
覧
」
な
ど
。
北
上
川
水
系
総
合
開
発
計
画
に
つ
い
て
は
、
東
北
開
発1990、

161-178

）。

開
發
ク
ラ
ブ
で
は
、
そ
の
機
関
誌
上
に
お
い
て
、
県
民
に
対
す
る
総
合
開
発
の
啓
蒙
宣
伝
に
努
め
た
。
例
え
ば
、
岩
手
大
学
工
学
部

助
教
授
の
小
川
博
三
は
、
こ
う
し
た
事
業
を
「
総
合
開
発
の
標
本
的
な
形
体
を
と
っ
て
い
る
日
本
唯
一
の
例
」
と
し
て
位
置
づ
け
た

（
小
川1952、

4

）。
ま
た
、
岩
手
県
企
画
課
長
の
佐
々
木
軍
四
郎
は
総
合
開
発
に
つ
い
て
、「
日
本
の
産
業
経
済
再
建
の
た
め
貿
易
の
振

興
と
相
俟
っ
て
狭
い
乍
ら
も
国
土
を
合
理
的
な
手
段
に
よ
っ
て
総
合
的
に
開
発
利
用
し
又
は
保
全
し
て
国
力
を
培
い
自
立
経
済
を
達
成

し
よ
う
と
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
総
合
」
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
国
・
県
・
地
区
等
各
地
域
の
問
題

を
総
合
的
に
結
び
つ
け
、
土
地
・
水
資
源
・
海
岸
資
源
・
観
光
資
源
・
地
下
資
源
の
利
用
と
工
業
化
と
を
、
総
合
開
発
を
通
じ
て
科
学

的
・
合
理
的
に
達
成
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
（
佐
々
木1952、

6-9

）。

な
お
、
開
發
ク
ラ
ブ
の
政
治
的
・
外
交
的
主
張
は
、
敗
戦
後
で
あ
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
大
亜
細
亜
主
義
の
よ
う
な
侵
略
的
・
膨
張
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的
な
も
の
で
は
な
く
、
完
全
独
立
の
回
復
や
反
共
、
皇
室
擁
護
な
ど
を
訴
え
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
講
和
発
効
の
翌
年
か
ら
戦
友
会

結
成
の
動
き
が
盛
ん
と
な
り
始
め
る
と
、
在
郷
軍
人
会
の
復
活
と
し
て
五
四
年
一
月
に
金
子
定
一
を
会
長
と
す
る
岩
手
県
護
国
同
志
会

が
結
成
さ
れ
た
。『
開
發
ク
ラ
ブ
』
七
巻
四
号
（1954.4

）
は
「
愛
郷
護
国
号
」
と
し
て
、
占
領
改
革
批
判
や
「
左
傾
運
動
」
排
撃
な

ど
を
論
じ
る
記
事
を
多
く
掲
載
し
た
（
金
子1954

①
②

、
松
見
1954、
武
藤
1954
な
ど
）。
占
領
期
に
は
鳴
り
を
潜
め
て
き
た
旧
軍
人

や
大
ア
ジ
ア
主
義
者
と
し
て
の
主
張
が
、
総
合
開
発
の
進
行
と
共
に
、
次
第
に
大
っ
ぴ
ら
に
掲
げ
ら
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
開
發
ク
ラ
ブ
は
、
例
え
ば
一
九
五
二
年
の
第
二
五
回
衆
議
院
総
選
挙
に
岩
手
一
区
か
ら
田
子
一
民
、
石
川
金
次
郎
、
野
原
正

勝
、
岩
手
二
区
か
ら
志
賀
健
次
郎
、
阿
部
千
一
、
宮
城
一
区
か
ら
只
野
直
三
郎
、
石
川
一
区
か
ら
⁋
政
信
の
当
選
者
を
出
し
（「
総
選

挙
・
教
育
委
員
選
挙
・
補
欠
選
挙
当
選
の
人
々
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
五
巻
三
号
、1952.11、

90

）、
国
分
県
知
事
以
下
、
各
市
町
村
長
、
県

議
・
市
議
・
町
議
な
ど
に
も
多
く
の
会
員
を
擁
し
て
い
た
。
会
員
に
は
、
政
治
家
の
み
な
ら
ず
、
大
学
な
ど
の
教
育
関
係
者
・
文
化
人

（
金
田
一
京
助
、
野
村
胡
堂
、
高
良
と
み
な
ど
）、
国
家
・
地
方
の
官
僚
、
工
業
な
ど
の
地
域
企
業
、
医
師
、
農
業
組
合
長
な
ど
の
県
下
名

望
家
を
網
羅
し
て

(3
)

い
た
。
金
子
が
戦
前
活
発
に
活
動
し
て
い
た
大
亜
細
亜
協
会
と
同
じ
く
開
發
ク
ラ
ブ
は
政
党
で
は
な
い
が
、
政
治
権

力
の
中
枢
に
会
員
が
浸
透
し
、
特
定
の
政
策
分
野
に
お
い
て
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
実
現
を
図
る
と
共
に
、
政
治
権
力
に
よ
る
総
合
開

発
な
ど
の
政
策
実
現
を
支
持
し
実
施
を
支
え
る
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。『
開
發
ク
ラ
ブ
』
の
紙
面
に
は
、
そ
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
県
の
北
上
川
総
合
開
発
の
顧
問
と
な
っ
た
郷
古
潔
（
水
沢
町
出
身
、
盛
岡
中
学
校
卒
、
元
三
菱
重
工
業
社
長
。
盛
岡
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
郷
古
潔
」）
が
ダ
ム
開
発
に
よ
る
米
穀
増
産
・
鉱
工
業
工
場
の
誘
致
、
大
船
渡
港
を
起
点
と
す
る
海
上
運
輸
の
充
実
、
化
学
工

業
の
振
興
を
唱
え
（
郷
古1953、

22

）、
日
曹
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
作
り
宇
垣
総
督
時
代
の
朝
鮮
に
進
出
し
た
中
野
友
禮
（
会
津
出
身
の
化

学
者
。
一
九
四
〇
年
に
社
長
を
退
任
。
宇
田
川
1989、637

）
が
岩
手
県
は
ダ
ム
を
作
り
水
力
発
電
を
大
い
に
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
（
中
野1954

①
45-47、

②
39-41

）。
元
建
国
大
学
教
授
の
中
山
優
が
日
本
人
の
反
米
感
情
を
指
摘
し
て
沖
縄
返
還
を
求
め
（
中
山
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1953、
4

）、
⁋
政
信
が
国
会
議
員
と
し
て
時
事
を
論
じ
る
コ
ー
ナ
ー
を
持
ち
（『
開
發
ク
ラ
ブ
』
四
巻
八
〇
号
、1952.8

か
ら
六
巻
五
号
、

1953.5

ま
で
、
六
巻
九
号
、1953.9

か
ら
七
巻
四
号
、1954.4

ま
で
ほ
と
ん
ど
の
号
に
投
稿
）、
戦
後
参
議
院
議
員
と
な
っ
た
宇
垣
一
成
が

軍
人
恩
給
の
貧
弱
さ
を
批
判
し
（
宇
垣1954、

14-15

）、
大
川
周
明
が
米
軍
占
領
か
ら
独
立
す
る
た
め
自
主
的
精
神
の
確
立
に
よ
る
維

新
運
動
を
論
じ
て
い
る
（
大
川1954、

22-24

）。
い
ず
れ
も
、
金
子
が
大
ア
ジ
ア
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
を
共
有
し
て
き
た
戦
前
か

ら
の
人
脈
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
総
合
開
発
と
の
関
係
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、
鹿
島
守
之
助
の
存
在
で
あ
る
。

四

鹿
島
守
之
助
に
お
け
る
総
合
開
発
論
と
汎
ア
ジ
ア
主
義

金
子
と
朝
鮮
で
も
面
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
鹿
島
建
設
第
四
代
社
長
の
鹿
島
守
之
助
は
、
岳
父
の
鹿
島
（
旧
姓
ᷤ
西
）
精
一
が
南

部
藩
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
機
関
誌
『
開
發
ク
ラ
ブ
』
に
も
五
三
年
頃
か
ら
よ
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
（『
開
發
ク
ラ
ブ
』
六

巻
四
号
、1953.4、

57

の
鹿
島
精
一
七
周
忌
関
係
の
記
事
な
ど
）。
鹿
島
建
設
の
前
身
で
あ
る
鹿
島
組
は
江
戸
の
大
工
の
棟
梁
鹿
島
岩
吉
に

始
ま
り
、
彼
は
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
頃
か
ら
大
名
屋
敷
の
建
築
を
請
け
負
っ
た
。
岩
吉
と
そ
の
子
岩
蔵
は
横
浜
居
留
地
の
洋
館

建
設
な
ど
で
名
を
あ
げ
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
か
ら
鹿
島
組
の
商
号
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
毛
利
公
爵
邸
の
建
築

を
機
に
知
遇
を
得
た
長
州
出
身
の
井
上
勝
鉄
道
局
長
と
の
つ
な
が
り
を
得
る
と
、
鉄
道
建
設
に
進
出
し
て
「
鉄
道
の
鹿
島
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
朝
鮮
の
鉄
道
建
設
、
台
湾
の
鉄
道
・
水
道
・
治
水
・
道
路
な
ど
の
建
設
や
満
洲
で
成
長
し
た
。
後
の
鹿
島
建
設
に
よ

る
有
名
な
建
造
物
に
は
、
台
湾
の
日
月
譚
ダ
ム
、
満
洲
の
満
鉄
路
線
敷
設
や
諸
施
設
工
事
、
朝
鮮
の
富
寧
発
電
所
な
ど
が
あ
る
（
鹿
島

建
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
軌
跡
」、
西
谷1956、

178-187

）。

二
代
目
の
岩
蔵
に
は
男
子
が
な
く
、
長
女
糸
子
と
結
婚
し
婿
養
子
と
な
っ
た
精
一
が
、
一
九
一
二
年
に
組
長
を
継
い
だ
。
精
一
は
盛
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岡
藩
士
の
子
で
、
父
の
早
逝
後
住
ん
で
い
た
母
の
実
家
の
隣
に
、
盛
岡
・
一
関
間
の
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
鹿
島
組
の
盛
岡
出
張
所

が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
、
精
一
は
盛
岡
中
学
卒
業
後
、
岩
蔵
の
援
助
で
東
京
帝
国
大
学
土
木
工
学
科
を
卒
業
し
、
岩
蔵
の
婿
養
子
と

な
っ
た
（
鹿
島1980、

312-316

）。
一
九
四
七
年
に
亡
く
な
っ
た
精
一
が
、
郷
里
岩
手
県
や
盛
岡
市
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
思
い
は
深

く
（
盛
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
鹿
島
精
一
」）、『
開
發
ク
ラ
ブ
』
に
も
し
ば
し
ば
鹿
島
精
一
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

(4
)

い
る
。
盛

岡
中
学
の
同
窓
で
あ
っ
た
板
垣
征
四
郎
が
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
後
に
は
、
郷
古
潔
や
鹿
島
精
一
が
遺
族
へ
の
援
助
に
尽
力
し

た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
照
井1954、

48-52・
71

）。

鹿
島
組
で
は
、
三
代
目
社
長
の
精
一
に
も
男
子
が
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
旅
す
る
船
上
で
知
り
合
っ
た
外
交

官
永
富
守
之
助
を
気
に
入
っ
た
精
一
は
、
そ
の
後
彼
を
長
女
卯
女
の
婿
養
子
と
し
て
迎
え
た
。
一
九
二
七
年
結
婚
と
共
に
ロ
ー
マ
大
使

館
に
赴
任
し
た
鹿
島
守
之
助
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
総
合
開
発
に
強
く
興
味
を
引
か
れ
る
。
道
路
・
水
道
・
大
浴
場
な
ど
土
木
・
建
設

事
業
に
熱
心
な
ロ
ー
マ
の
皇
帝
や
政
治
家
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
も
共
産
主
義
・
社
会
主
義
と
の
戦
い
に
土
木
・
建
築

を
人
心
収
攬
の
道
具
と
し
て
使
い
、
南
部
の
総
合
開
発
を
進
め
て
小
麦
の
自
給
自
足
の
た
め
の
開
拓
を
劇
的
に
宣
伝
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
鹿
島
は
、
一
九
五
七
年
に
北
海
道
開
発
庁
長
官
に
就
任
し
た
際
、「
鹿
島
構
想
」
に
イ
タ
リ
ア
の
総
合
開
発
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

取
り
入
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
鹿
島1980、

288-308
）。
守
之
助
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
に
よ
る
南
部
開
発
だ
け
で
な
く
、
ド
イ
ツ
の

東
プ
ロ
シ
ア
に
お
け
る
内
地
移
民
政
策
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
と
Ｔ
Ｖ
Ａ
、
ソ
連
の
総

合
開
発
に
も
興
味
を
持
ち
、
同
じ
く
国
民
の
情
熱
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
戦
後
の
岩
手
県
の
総
合
開
発

計
画
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
と
同
じ
総
合
開
発
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
捉
え
、
国
民
や
県
民
が
完
遂
す
る
情
熱
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
述
べ
て
い
る
（
鹿
島1954、

76

）。

元
来
、
政
治
や
思
想
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
守
之
助
が
鹿
島
家
に
入
る
際
、
懇
意
で
あ
っ
た
鹿
島
組
取
締
役
永
淵
清
介
が
「
鹿

島
組
の
事
業
に
は
、
政
治
が
必
要
で
す
よ
」
と
言
っ
て
縁
談
を
進
め
た
よ
う
に
（
鹿
島1980、

305

）、
鹿
島
組
の
土
木
事
業
は
政
治
と
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深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
鉄
道
敷
設
や
植
民
地
空
間
へ
の
事
業
進
出
は
確
か
に
政
治
権
力
と
の
関
係
を
必
要
と
し
、
特
に
二
代
目
の
岩

蔵
は
業
界
の
中
の
み
な
ら
ず
、
政
治
家
・
財
界
人
と
深
く
付
き
合
い
、
事
業
を
発
展
さ
せ
た
。

し
か
し
、
鹿
島
守
之
助
が
政
治
に
積
極
的
に
進
出
し
よ
う
と
し
た
最
大
の
理
由
は
、
彼
の
汎
ア
ジ
ア
主
義
へ
の
夢
で
あ
る
。
守
之
助

は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
（
例
え
ば
、
平
川
2008、
平
川
2011）、
ド
イ
ツ
大
使
館
勤
務
時
代
、
Ｅ
Ｕ
統
合
に
連
な
る
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主

義
の
提
唱
者
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー

(5
)

伯
爵
と
親
し
く
な
り
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
応
す
る
汎
ア
ジ

ア
を
実
現
す
る
こ
と
を
夢
見
始
め
た
。
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
『
欧
州
の
現
勢
と
そ
の
将
来
』、
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
『
汎

ア
ジ
ア
運
動
と
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
』
を
刊
行
し
、
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
カ
レ
ル
ギ
ー
の
『
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
の
翻
訳
を
刊
行

し
た
守
之
助
は
、
二
九
年
八
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
際
連
盟
総
会
に
随
員
と
し
て
出
席
し
た
。
そ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
リ
ア
ン
が
汎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
主
唱
し
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
が
こ
れ
に
賛
意
を
表
し
た
の
を
聞
き
、
自
ら
汎
ア
ジ
ア
運
動
を
起
こ
す
た
め

に
、
外
務
省
を
辞
め
た
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
浜
口
雄
幸
内
閣
の
下
で
の
第
一
七
回
総
選
挙
に
際
し
て
は
、
公
約
の
第
一
に
汎
ア
ジ
ア

を
掲
げ
、
兵
庫
四
区
か
ら
中
立
で
出
た
が
、
落
選
し
た
。
そ
の
後
外
交
史
研
究
の
道
に
進
も
う
と
し
た
守
之
助
で
あ
っ
た
が
、
周
囲
の

求
め
で
三
六
年
鹿
島
組
に
入
っ
て
取
締
役
と
な
り
、
三
八
年
に
社
長
に
就
任
し
た
。

鹿
島
入
り
し
た
守
之
助
は
、
古
い
体
質
の
鹿
島
組
を
株
式
会
社
組
織
に
改
め
、
大
量
化
・
能
率
化
・
標
準
化
に
よ
る
施
工
能
力
強
化

と
科
学
的
管
理
法
の
導
入
、
予
算
統
制
・
経
理
制
度
改
革
な
ど
に
よ
っ
て
近
代
化
し
た
。
ま
た
、
当
時
卑
し
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た

土
木
請
負
業
の
地
位
向
上
に
尽
く
し
、
鹿
島
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
因
み
に
、
旧
慣
が
強
い
土
木
業
界
の
様
々
な
契

約
状
況
な
ど
を
驚
き
と
疑
問
を
以
て
受
け
止
め
た
東
京
帝
国
大
学
法
学
博
士
の
守
之
助
か
ら
、
官
公
庁
の
発
注
す
る
公
共
事
業
に
関
す

る
契
約
関
係
の
実
態
を
説
明
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
法
社
会
学
者
川
島
武
宜
の
名
著
『
日
本
人
の
法
意
識
』（
川
島
1967）
で

あ
る
。

守
之
助
の
鹿
島
入
り
当
時
、
鹿
島
組
は
岳
父
精
一
の
下
で
鉄
道
工
事
を
中
心
に
堅
実
第
一
の
「
守
成
」
を
な
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
赤
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字
無
配
や
資
本
金
減
資
な
ど
苦
し
い
経
営
状
態
で
、
近
代
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
た
鹿
島
は
、
他
社
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
。

守
之
助
は
会
社
内
部
を
立
て
直
す
と
共
に
、
満
洲
事
変
後
に
お
け
る
日
本
帝
国
の
総
合
開
発
へ
の
流
れ
を
俯
瞰
し
て
事
業
の
方
針
を
転

換
し
た
。
即
ち
、
土
木
業
界
に
お
け
る
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
鉄
道
工
事
か
ら
、
水
力
発
電
工
事
や
重
工
業
プ
ラ
ン
ト
工
事
、
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
建
設
へ
と
事
業
の
重
心
を
移
し
、
資
源
開
発
の
た
め
の
鉱
山
工
事
を
重
視
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
建
築
で
は
、
学
校
・
病
院

か
ら
軍
需
工
場
へ
と
重
点
を
換
え
、
四
〇
年
に
は
満
洲
鹿
島
組
を
独
立
さ
せ
、
朝
鮮
・
満
洲
の
植
民
地
進
出
を
積
極
化
し
た
。
そ
の
結

果
鹿
島
組
は
、
三
九
年
に
は
朝
鮮
で
の
請
負
額
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
と
い
う
（
松
浦2010、

400-403

）。
こ
う
し
た
植
民
地
や
満
洲
へ

の
進
出
の
裏
に
政
治
権
力
へ
の
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
か
、
詳
細
は
今
の
所
不
明
で
あ
る
。

こ
う
し
て
会
社
の
経
営
を
安
定
さ
せ
た
守
之
助
は
、
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
の
東
條
内
閣
に
よ
る
「
翼
賛
選
挙
」
に
再
び
兵
庫
四
区

か
ら
出
馬
し
た
が
、
ま
た
も
や
落
選
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
改
組
さ
れ
た
大
政
翼
賛
会
の
調
査
局
長
を
四
三
年
ま
で
務
め
て
い
る
。

戦
後
は
、
占
領
軍
か
ら
飛
行
場
や
基
地
の
建
設
な
ど
の
発
注
を
受
け
て
鹿
島
を
発
展
さ
せ
、
四
七
年
社
名
を
鹿
島
建
設
株
式
会
社
と
改

め
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
岩
手
県
を
中
心
に
北
上
川
水
系
の
山
王
海
ダ
ム
建
設
工
事
な
ど
を
受
注
し
た
の
も
、
こ
の
頃
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
岳
父
精
一
以
来
の
開
發
ク
ラ
ブ
同
人
を
中
心
と
す
る
岩
手
県
幹
部
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
。
朝
鮮
戦
争
が
起
こ
る
と
、
異
常
な
画
期
を
呈
し
た
経
済
の
中
で
、
鹿
島
建
設
は
工
場
・
社
員
住
宅
・
社
屋
・
官
公
庁
・
発
電
所
・

鉱
山
な
ど
の
建
設
や
工
事
を
大
量
に
受
注
し
た
。
五
三
年
に
は
守
之
助
が
第
三
回
参
議
院
通
常
選
挙
に
全
国
区
か
ら
出
馬
し
て
第
四
位

で
当
選
、
自
民
党
外
交
調
査
会
副
会
長
に
就
任
し
た
。
五
七
年
に
は
第
一
次
岸
信
介
内
閣
の
北
海
道
開
発
庁
長
官
と
し
て
入
閣
し
、
北

海
道
の
総
合
開
発
の
必
要
を
訴
え
て
い
る
（
鹿
島1980、

317-335
、
西
谷1956、

262-271

）。

鹿
島
守
之
助
に
は
長
男
昭
一
が
あ
っ
た
が
、
長
女
伊
都
子
を
商
工
官
僚
で
経
済
安
定
本
部
勤
務
の
渥
美
健
夫
と
結
婚
さ
せ
て
渥
美
を

鹿
島
建
設
に
迎
え
た
。
次
女
ヨ
シ
子
は
初
代
経
団
連
会
長
石
川
一
郎
の
六
男
で
運
輸
＝
国
鉄
官
僚
の
石
川
六
郎
と
結
婚
し
、
六
郎
も
守

之
助
の
打
診
に
応
じ
て
取
締
役
と
し
て
鹿
島
に
入
社
、
主
に
原
子
力
発
電
所
受
注
な
ど
を
担
当
し
た
（
丸
山1965、

166

(6
)

-168

）。
ま
た
、
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守
之
助
は
三
女
三
枝
子
を
国
史
学
者
平
泉
澄
の
子
で
外
交
官
の
渉
と
結
婚
さ
せ
、
平
泉
も
鹿
島
建
設
専
務
と
し
た
。
平
泉
は
、
六
五
年

第
七
回
参
議
院
選
挙
に
全
国
区
で
自
民
党
か
ら
出
馬
し
て
、
七
一
年
第
三
次
佐
藤
栄
作
改
造
内
閣
の
科
学
技
術
庁
長
官
と
な
り
、
八
五

年
第
二
次
中
曽
根
康
弘
第
二
次
改
造
内
閣
で
経
済
企
画
庁
長
官
と
な
っ
た
。
渥
美
健
夫
の
子
直
紀
が
中
曽
根
の
次
女
と
結
婚
し
た
た
め

に
、
中
曽
根
は
鹿
島
家
の
姻
戚
と
な
っ
て
お
り
、
平
泉
の
政
治
活
動
は
中
曽
根
と
の
関
係
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
原
子
力
発
電
推
進
に
最
も
深
く
関
わ
っ
た
首
相
は
、
田
中
角
栄
と
中
曽
根
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
中
曽
根
と
の
姻
戚
関
係
を
持

っ
た
守
之
助
は
、
原
発
建
設
に
新
た
な
道
を
求
め
た
。
そ
し
て
社
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
五
三
年
日
本
初
の
原
子
炉
で
あ
る
日
本
原

子
力
研
究
所
第
一
号
機
建
設
に
着
手
し
、
五
七
年
に
完
成
し
た
。
こ
れ
は
、
守
之
助
の
国
政
進
出
及
び
国
務
大
臣
就
任
と
軌
を
一
に
し

て
い
る
。
平
泉
の
経
企
庁
長
官
在
職
時
に
着
工
さ
れ
た
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
施
工
も
、
鹿
島
建
設
が
請
け
負
っ
た
。
福
島
、

柏
崎
、
泊
、
女
川
な
ど
日
本
で
建
築
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所
の
半
数
近
く
を
受
注
し
た
の
も
、
鹿
島
建
設
で
あ
っ
た
（
山
岡2011、

175-177

。「
な
ぜ
鹿
島
は
原
発
の
建
設
に
強
い
の
か
」『
週
刊
東
洋
経
済
』2011.12.3

）。
鹿
島
守
之
助
が
水
力
発
電
に
次
い
で
戦
後
日
本
の

総
合
開
発
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
着
目
し
、
い
ち
早
く
進
出
し
た
の
が
原
子
力
発
電
で
あ
り
、
鹿
島
は
、
自
ら
の
国
政
関
与
や
政

治
家
と
の
姻
戚
関
係
を
活
か
し
つ
つ
、
東
日
本
を
中
心
に
「
原
子
力
の
鹿
島
」
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
頃
、
鹿
島
は

ビ
ル
マ
の
バ
ル
ー
チ
ャ
ン
発
電
所
建
設
に
も
着
手
し
（
五
四
年
）、
海
外
進
出
を
始
め
た
（
鹿
島
建
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
沿
革
」「
昭
和
初

期
」）。
植
民
地
開
発
か
ら
引
き
揚
げ
た
鹿
島
の
総
合
開
発
の
目
は
、
ま
ず
北
海
道
開
発
に
向
け
ら
れ
、
原
子
力
発
電
と
東
南
ア
ジ
ア
開

発
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
総
合
開
発
の
新
た
な
形
態
で
あ
る
臨
海
工
業
地
帯
建
設
に
お
い
て
も
、
鹿
島
は
大
型
ド
ッ
ク
や
鉄
鋼
・
火
力
・
石
油
な
ど

の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
火
力
発
電
所
建
設
を
請
け
負
い
、
東
海
道
新
幹
線
、
高
速
道
路
一
・
三
号
線
、
東
京

羽
田
モ
ノ
レ
ー
ル
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
工
事
な
ど
国
内
交
通
網
整
備
の
工
事
も
担
当
し
、
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
と
呼
ば
れ
る
業
界
ト
ッ
プ
五
社
の
一
角
の

地
位
を
不
動
の
も
の
と

(7
)

し
た
。
ビ
ル
マ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
や
中
東
・
南
米
地
域
で
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も
、
ダ
ム
・
発
電
所
・
ド
ッ
ク
な
ど
の
総
合
開
発
型
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
建
設
を
受
注
し
て
い
る
（
鹿
島
建
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
鹿
島
の
歴

史
」「
建
設
分
野
へ
の
積
極
進
出
」・「
国
際
化
へ
の
対
応
」、
丸
山1965、

164-168

）。

以
上
、
鹿
島
建
設
に
よ
る
政
治
を
通
じ
た
総
合
開
発
へ
の
事
業
展
開
を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
鹿
島
守
之
助
の
総

合
開
発
の
構
想
が
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
対
応
し
た
汎
ア
ジ
ア
の
構
想
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
守
之
助
は
大
亜
細
亜
協
会
の
会
員
で
あ
り
、
協
会
理
事
で
あ
っ
た
国
史
学
者
で
、
後
に
婿
と
な
る
平
泉
渉
の
父
澄
と
も
、
す
で

に
こ
こ
で
面
識
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
守
之
助
の
思
想
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
大
亜
細
亜
協
会
に
入
る
こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た

が
、
し
か
し
彼
の
汎
ア
ジ
ア
構
想
は
、
大
亜
細
亜
協
会
の
他
の
メ
ン
バ
ー
の
大
ア
ジ
ア
主
義
と
は
、
大
き
く
ず
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

鹿
島
守
之
助
の
汎
ア
ジ
ア
と
は
、
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
が
、
国
家
と
国
際
連
盟
と
の
間
に
組
織
す
べ
き
中
間
的
国
家
団

体
と
し
て
、
大
英
帝
国
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
・
汎
ア
メ
リ
カ
・
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
極
東
ア
ジ
ア
の
五
つ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
ソ
連
の
共
産
主
義
と
英
米
両
国
の
「
資
本
主
義
的
略
奪
」
と
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
日
本
と
中
国
と
か
ら
成
る
汎
ア
ジ
ア
を
結

成
す
る
し
か
な
い
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
大
亜
細
亜
協
会
の
他
の
メ
ン
バ
ー
と
異
な
り
、
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
、

中
東
・
近
東
の
回
教
諸
国
の
独
立
・
解
放
運
動
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
は
「
余
り
に
精
神
的
に
し
て
余
り
に
非
政
治
的
」
と
し
て
反

対
し
、
移
民
問
題
の
解
決
や
資
源
開
拓
に
役
立
つ
日
本
・
満
洲
国
・
中
国
の
み
の
地
域
の
汎
ア
ジ
ア
を
主
張
し
て
い
た
。
日
中
両
国
を

中
心
に
独
立
と
平
和
を
確
立
す
る
た
め
の
汎
ア
ジ
ア
の
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
で
あ
っ
た
（
松
浦

2010、
548-553

）。
そ
の
後
鹿
島
組
に
入
社
し
た
守
之
助
は
、
内
地
・
朝
鮮
・
台
湾
・
満
洲
国
に
わ
た
る
資
源
開
発
・
発
電
・
工
業
・

移
民
な
ど
の
総
合
開
発
を
推
進
す
る
。

な
お
、
保
城
広
至
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戦
前
・
戦
時
の
大
ア
ジ
ア
主
義
は
中
国
と
朝
鮮
半
島
と
い
う
北
東
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
て
英
米
と
の
対
立
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
岸
信
介
ら
の
推
進
し
よ
う
と
し
た
戦
後
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
は
こ
の
日

本
に
隣
接
す
る
北
東
ア
ジ
ア
を
除
外
し
、
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
対
象
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
の
直
接
的
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関
与
は
排
除
し
つ
つ
も
そ
の
資
金
を
当
て
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
保
城2008、

24-29、
303-316

）。
こ
の
構
図
は
、
戦
前
北
東
ア
ジ

ア
中
心
の
大
亜
細
亜
主
義
を
唱
え
た
鹿
島
守
之
助
に
も
当
て
は
ま
る
。
彼
の
汎
ア
ジ
ア
論
に
お
け
る
「
空
間
設
計
」
が
、
戦
前
の
大
亜

細
亜
主
義
か
ら
、
戦
後
の
岩
手
県
や
北
海
道
の
総
合
開
発
論
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
、
中
近
東
、
南
米
へ
と
及
ぶ
に
つ
れ
て
、
ど
う
構

成
を
変
化
さ
せ
て
行
っ
た
の
か
と
い
う
興
味
深
い
問
題
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

五

日
本
近
現
代
史
に
お
け
る
「
総
合
開
発
」
の
意
味

金
子
定
一
と
鹿
島
守
之
助
を
例
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
総
合
開
発
論
は
、
朝
鮮
・
満
洲
を
中
心
と
す
る

帝
国
内
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
、
重
工
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
兵
站
基
地
）
建
設
、
帝
国
内
の
移
民
・
労
働
力
移
動
と
い
っ
た
も
の

を
、
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
設
計
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
反
英
運
動
や
日
本
帝
国
の
優
越
意
識
、「
心
田
開
発
」
な
ど
の
精
神
的
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要
素
も
、
そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
総
合
開
発
論
を
、
日
本
近
現
代
の
国
家
に
よ
る
「
空
間
設
計
」
の
時
間
軸
の
中
で
位
置
づ
け
る
と
、
ど
の
よ
う
に
整
理

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

【
近
代
以
前
】

前
近
代
、
日
本
列
島
に
は
京
・
大
坂
・
江
戸
と
性
格
の
異
な
る
「
三
都
」
が
あ
り
、
諸
藩
の
中
心
も
各
地
で
栄
え
て
い
た
。
近
代
以

降
の
総
合
開
発
と
い
っ
た
広
域
的
な
開
発
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
日
本
列
島
と
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
を

結
ぶ
海
に
面
し
北
前
船
の
入
港
す
る
日
本
海
側
や
、「
東
北
」
は
、「
米
ど
こ
ろ
」
が
多
く
、
物
産
流
通
の
豊
か
な
地
域
で
あ
っ
た
。
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【
明
治
期
】

し
か
し
、
幕
末
に
お
け
る
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
Ḉ
長
を
中
心
と
す
る
「
官
軍
」
に
討
伐
さ
れ
た
戊
辰
戦
争
以
降
、
雄
藩
の
一
つ
で
あ

っ
た
会
津
藩
を
含
む
「
白
河
以
北
」
は
「
一
山
百
文
」
と
さ
れ
、「
賊
軍
」
側
の
東
北
・
新
潟
地
方
は
冷
遇
さ
れ
た
。「
西
洋
化
」
を
目

指
す
明
治
政
府
が
首
都
を
置
い
た
東
京
を
中
心
と
す
る
「
表
日
本
」
に
優
先
的
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
汽
船
の
立
ち
寄
る
外
国
貿
易
港

は
横
浜
・
大
阪
・
神
戸
・
名
古
屋
な
ど
太
平
洋
側
に
偏
り
、
工
場
・
師
団
・
高
等
教
育
機
関
も
同
様
で
あ
っ
た
。
カ
ネ
・
ヒ
ト
・
モ
ノ

（
米
）、
そ
し
て
電
力
が
、「
裏
日
本
」
や
東
北
か
ら
東
京
へ
と
流
れ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
頃
に

は
、
新
潟
を
含
め
た
日
本
海
側
地
域
に
つ
い
て
「
裏
日
本
」
と
い
う
観
念
が
成
立
し
、
山
陰
地
方
な
ど
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
産
業
革

命
の
完
成
し
た
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
頃
に
は
、
東
北
地
方
は
稲
作
中
心
の
農
業
地
域
と
し
て
固
定
化
さ
れ
、
雪
害
や
度
重
な
る

冷
害
な
ど
に
よ
る
凶
作
も
あ
り
「
後
進
地
域
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
阿
部
恒
久
1997、
古
伯
1997、
佐
藤
2005、
岡
田
2012）。

【
満
洲
事
変
以
降
】

そ
の
後
北
陸
地
方
で
は
、
日
露
戦
争
後
の
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
鉄
道
や
港
湾
が
よ
う
や
く
整
備
さ
れ
、
富
山
・
新
潟
な
ど
で

の
電
源
開
発
の
結
果
、
第
一
次
世
界
大
戦
頃
に
、
日
本
曹
達
な
ど
に
よ
る
重
化
学
工
業
が
勃
興
す
る
（
古
伯
1997）。
そ
し
て
満
洲
事

変
と
満
洲
国
建
国
に
よ
っ
て
、「
裏
日
本
」（
環
日
本
海
）
が
日
本
海
湖
水
化
構
想
を
通
じ
て
朝
鮮
・
満
洲
と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
、

資
源
・
重
化
学
工
業
・
電
力
・
移
民
な
ど
に
よ
る
総
合
開
発
の
基
地
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
井
・
三
菱
な
ど
の
既
成
財
閥
に

代
わ
っ
て
朝
鮮
・
満
洲
に
進
出
し
た
新
興
財
閥
の
う
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
富
山
・
新
潟
で
重
工
業
工
場
を
展
開
し
た
日
曹
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
、
新
潟
柏
崎
に
農
村
工
業
を
展
開
し
た
理
研
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
、
金
沢
出
身
で
大
学
卒
業
後
福
島
県
郡
山
絹
糸
紡
績
会
社
の
技

師
長
と
し
て
水
力
発
電
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
た
野
口
遵
が
始
め
た
日
窒
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
な
ど
の
顔
ぶ
れ
を
見
る

と
、
日
本
海
湖
水
化
構
想
は
、「
裏
日
本
」
出
身
企
業
に
よ
る
「
逆
襲
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
満
洲
事
変
以
後
、
総
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合
開
発
を
進
め
る
大
陸
や
半
島
と
の
関
係
が
殊
に
強
化
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
列
島
で
は
「
内
海
」
と
な
る
日
本
海
を
背
負
っ
て
大
陸
・

半
島
と
接
す
る
「
裏
日
本
」
の
比
重
が
再
び
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
東
北
地
方
は
一
九
三
一
・
三
四
年
と
大
凶
作
が
続
い
て
深
刻
な
不
況
に
苦
し
み
、
満
洲
事
変
以
降
浮
上
し
た
環
日
本
海
に
お

け
る
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
も
地
理
的
に
外
れ
て
い
た
。
金
子
定
一
に
関
す
る
節
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
政
府
は
東
北
振
興

調
査
会
の
諮
問
を
受
け
て
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
河
川
総
合
開
発
を
モ
デ
ル
と
す
る
東
北
興
業
及
び
東
北
振
興
電
力
の
二
特
殊
会
社
を
設
立
し
、
東

北
振
興
第
一
期
総
合
計
画
を
策
定
し
て
北
上
川
上
流
の
ダ
ム
開
発
を
始
め
た
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
停
滞
し
た
。

【「
大
東
亜
戦
争
」
期
】

戦
時
中
、
国
防
国
家
確
立
の
た
め
の
国
土
計
画
は
、
大
東
亜
新
秩
序
な
い
し
大
東
亜
共
栄
圏
の
産
業
立
地
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
。

例
え
ば
、「
大
東
亜
戦
争
」
開
戦
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
坂
入
長
太
郎
『
東
亜
産
業
立
地
の
研
究
』
で
強
調
さ
れ
た
の
も
、「
国
防
的
に
は

有
機
的
計
画
で
あ
る
」
こ
と
の
必
要
で
あ
る
（
坂
入1942、

7

）。
当
時
、
世
界
で
こ
の
よ
う
な
総
合
的
で
有
機
的
な
国
土
計
画
が
論
じ

ら
れ
て
い
た
。
同
書
は
ま
ず
、
そ
う
し
た
国
防
的
産
業
立
地
計
画
の
例
と
し
て
、
ソ
連
の
ウ
ラ
ル
や
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
総
合
的
工
業

地
区
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
Ｔ
Ｖ
Ａ
を
始
め
と
す
る
軍
需
工
業
自
給
圏
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
欧
州
広
域
圏
建
設
構
想
、
イ
ギ
リ
ス
の

「
影
の
工
場
」
計
画
、
フ
ァ
シ
ス
ト
・
イ
タ
リ
ア
の
国
土
開
発
事
業
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
重
要
工
業
地
帯
を
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
た

経
験
を
活
か
そ
う
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
南
部
中
心
の
国
営
工
廠
建
設
、
蒋
介
石
政
権
の
分
散
さ
れ
た
奥
地
工
業
化
な
ど
を
、
検
討
し

た
。
そ
の
上
で
日
本
に
つ
い
て
は
、
海
洋
圏
と
大
陸
圏
と
い
う
二
つ
の
相
反
す
る
方
向
性
を
持
つ
地
政
学
的
空
間
を
相
互
媒
介
的
か
つ

弁
証
法
的
に
総
合
す
る
国
防
的
産
業
立
地
に
基
き
、
自
由
資
本
主
義
を
統
制
す
る
大
東
亜
国
防
的
国
土
計
画
を
早
期
に
建
て
る
べ
き
で

あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
（
同7-11、

242-253、
325-326

）。

し
か
し
同
書
を
精
読
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
具
体
的
に
海
洋
圏
と
大
陸
圏
と
い
う
相
矛
盾
し
た
方
向
性
を
統
合
し
、
限
ら
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れ
た
国
力
の
中
で
「
大
東
亜
的
国
防
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
に
つ
い
て
の
明
確
な
回
答
は
見
つ
か
ら
な
い
。
内
地
と
朝

鮮
・
満
洲
・
台
湾
な
ど
植
民
地
出
先
、
北
進
と
南
進
、
海
洋
と
大
陸
、
相
反
す
る
方
向
性
の
統
合
に
、「
大
東
亜
戦
争
」
期
の
日
本
帝

国
に
よ
る
「
空
間
設
計
」
は
明
ら
か
に
失
敗
し
た
。
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
、
同
書
が
国
土
計
画
に
つ
い
て
、「
産
業
、
人
口
、
文
化

等
を
一
定
の
土
地
に
割
つ
て
、
且
一
定
の
土
地
に
付
て
積
極
的
な
工
作
を
行
ふ
事
の
計
画
及
実
行
」
と
規
定
し
、
国
家
が
、
人
口
・
産

業
・
文
化
を
配
分
し
て
、
産
業
地
帯
の
結
成
、
交
通
機
関
整
備
、
農
地
開
拓
、
動
力
開
発
な
ど
す
べ
て
を
総
合
的
・
有
機
的
に
統
制
し

指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
何
度
も
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
同
、61

-71

）。

同
書
を
著
し
た
坂
入
長
太
郎
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
中
央
大
学
・
明
治
大
学
・
創
価
大
学
な
ど
で
教
佃
を
と
っ
た
理
論
経
済

学
者
の
大
野
信
三
の
弟
子
で
、
金
融
制
度
史
・
財
政
史
な
ど
を
専
攻
し
た
経
済
学
者
で
あ
る
。
自
序
に
あ
る
よ
う
に
、
同
書
は
、
満
洲

国
の
財
政
・
経
済
制
度
の
設
計
に
関
与
し
た
陸
軍
主
計
少
将
で
あ
っ
た
森
武
夫
の
強
い
影
響
を
受
け
て
書
か
れ
て
い
る
（
坂
入1942、

12

）。
森
は
、
東
大
経
済
学
部
や
ジ
ョ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
な
ど
で
学
び
、
英
米
な
ど
各
国
の
戦
時
統
制
経
済
に
つ
い
て
の
研
究
で

法
政
大
学
か
ら
博
士
号
を
得
た
、
陸
軍
き
っ
て
の
理
論
派
将
校
で
あ
っ
た
（「
陸
軍
現
役
将
校
が
経
済
学
博
士
に
」『
時
事
新
報
』1933.

11.1

付
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
新
聞
記
事
文
庫
・
人
物
伝
記
（5-042

））。
一
九
三
〇
年
代
、
戦
時
体
制
整
備
の
た
め
の
国
土
計
画

と
不
可
分
の
形
で
総
合
開
発
が
世
界
的
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
軍
部
の
エ
リ
ー
ト
主
計
将
校
が
こ
れ
ら
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
。

【
敗
戦
後
】

「
大
東
亜
戦
争
」
敗
戦
に
よ
り
、
大
陸
・
半
島
と
日
本
列
島
と
の
紐
帯
は
切
断
さ
れ
、
日
本
帝
国
は
日
本
列
島
へ
と
縮
小
し
て
折
り

た
た
ま
れ
た
（
浅
野2004、

273-315

）。
ま
た
日
本
列
島
で
は
一
時
期
、
地
方
、
農
村
、
農
業
が
、
中
央
か
ら
「
自
立
」
し
た
（
古
伯

1997、
153

）。
一
九
四
六
年
段
階
で
空
襲
に
よ
り
東
京
な
ど
の
都
市
の
人
口
が
三
〇
年
の
八
割
弱
に
減
少
す
る
一
方
、
戦
時
疎
開
や
復
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員
な
ど
の
結
果
、
東
北
六
県
の
人
口
は
概
ね
二
割
上
昇
し
た
（
川
内2015、

83

）。
敗
戦
後
し
ば
ら
く
、
日
本
は
資
本
を
海
外
か
ら

大
々
的
に
導
入
し
た
り
、
対
外
輸
出
を
行
っ
て
外
貨
を
稼
い
だ
り
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
ま
た
そ
の
能
力
も
な
か
っ
た
た
め
、
国
内

開
発
だ
け
で
復
興
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
帝
国
の
解
体
に
伴
う
大
量
の
復
員
に
よ
る
人
口
急
増
の
受
け
皿
と
し
て
、
外

貨
不
足
と
い
う
制
約
条
件
の
下
で
、
水
力
発
電
と
い
う
国
内
資
源
を
利
用
で
き
る
「
遅
れ
た
」「
未
開
発
地
域
」
で
あ
る
東
北
地
方
の

開
発
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
東
北
六
県
の
組
織
す
る
東
北
産
業
開
発
調
査
会
、
四
七
年
東
北
六
県
自
治
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
五
〇
年
に
は
国
土
総

合
開
発
法
が
施
行
さ
れ
、
五
一
年
に
は
阿
仁
田
沢
・
最
上
・
北
上
・
只
見
が
第
一
次
の
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画
に
指
定
さ
れ
、
電

源
・
農
林
産
・
鉱
産
な
ど
の
資
源
開
発
と
資
源
立
地
型
の
産
業
開
発
を
結
び
付
け
る
方
式
が
と
ら
れ
た
。
一
九
五
五
年
鳩
山
一
郎
首
相

が
施
政
方
針
演
説
の
中
で
東
北
開
発
推
進
に
言
及
し
、
五
七
年
東
北
開
発
三
法
が
制
定
さ
れ
、
五
八
年
に
は
一
〇
カ
年
計
画
か
ら
成
る

東
北
開
発
促
進
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
（
岩
本1994、

141-152

、
松
本2015、

16-17

、
川
内2015、

67-100

）。
大
陸
の
総
合
開
発

の
夢
敗
れ
郷
里
岩
手
県
に
戻
っ
た
金
子
定
一
の
岩
手
に
お
け
る
総
合
開
発
再
生
へ
の
動
き
は
、
正
に
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け

ら
(8
)

れ
る
。

【
高
度
経
済
成
長
期
】

し
か
し
一
九
五
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
日
本
列
島
の
比
重
は
再
び
太
平
洋
側
に
大
き
く
傾
く
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
へ
の
懲
罰
や
非

軍
事
化
・
経
済
小
国
化
を
基
本
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
が
、
四
八
年
の
冷
戦
開
始
と
共
に
、
日
本
を
極
東
に
お
け
る
反
共
の
砦

と
し
て
位
置
づ
け
た
た
め
で
あ
る
。
四
八
年
三
月
の
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
・
レ
ポ
ー
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
日
本
経
済
再
建
を
最
優
先
課
題

と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
転
換
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
五
〇
年
朝
鮮
戦
争
が
起
こ
る
と
、
日
本
は
特
需
に
沸
き
外
貨
が
蓄
積
さ
れ
始
め
、

設
備
投
資
と
技
術
革
新
の
時
代
を
迎
え
た
（
吉
川1997、

135-139

）。
五
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
翌
年
発
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効
し
、
日
米
安
全
保
障
条
約
の
下
で
日
本
に
ア
メ
リ
カ
市
場
が
開
放
さ
れ
る
と
、
五
〇
年
代
後
半
の
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
っ
た
（
松

浦2017
②

、
349

）。

こ
れ
ら
日
米
関
係
の
転
換
に
加
え
、
日
本
列
島
の
経
済
成
長
の
重
心
を
再
び
ア
メ
リ
カ
側
の
対
岸
で
あ
る
太
平
洋
側
へ
と
移
し
た
の

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
ス
ー
パ
ー
タ
ン
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
型
タ
ン
カ
ー
の
開
発
と
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
頃
の
農
村
で
は
自
給
の

薪
・
炭
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
工
業
・
鉄
道
・
都
市
で
は
石
炭
が
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
わ
れ
、
石
炭
産
業
が
日
本
経

済
を
支
え
る
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
。
傾
斜
生
産
方
式
の
下
で
筑
豊
・
空
知
・
常
磐
な
ど
の
産
炭
地
が
栄
え
た
も
の
の
、
五
〇
年
代
後
半

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
転
換
が
急
速
に
進
展
し
た
。
五
八
年
の
第
四
次
電
力
設
備
近
代
化
計
画

に
お
い
て
「
油
主
炭
従
」
政
策
が
決
定
的
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
占
め
る
水
力
発
電
の
比
重
も
大
き
く
低
下
し
て
い
っ
た
（
吉

川1997、
98-101

、
小
堀
2010、
序
章
・
⚔
章
・
⚕
章
、
小
堀
2017）。

一
九
三
〇
年
代
に
も
、
鈴
木
雅
次
ら
内
務
省
土
木
局
の
港
湾
技
官
を
中
心
に
、
海
外
原
材
料
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
船
舶
を
横
付

け
す
る
こ
と
が
で
き
る
臨
海
工
業
地
帯
構
想
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
・
満
洲
を
中
心
と
す
る
「
日
本
海
内
海
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
費
用
対
効
果
で
負
け
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
小
堀2012、

2-30

）。
然
る
に
、
五
六
年
以
降
の
タ
ン
カ
ー
の
発
達
と

共
に
安
価
に
大
量
に
輸
送
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
由
に
立
地
で
き
る
輸
入
資
源
で
あ
る
原
油
を
精
製
す
る
製
油
所
を
中
心
と
す
る

重
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
、
急
速
に
太
平
洋
岸
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
型
タ
ン
カ
ー
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
、
石
油

輸
入
港
湾
の
整
備
や
臨
海
埋
め
立
て
も
、
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
五
七
年
旧
海
軍
燃
料
廠
跡
に
作
ら
れ
た
出
光
興
産
徳
山
製
油
所
が
操
業

を
開
始
し
、
五
九
年
に
は
横
浜
市
の
根
岸
湾
が
埋
立
て
ら
れ
、
日
本
石
油
精
製
根
岸
精
油
所
、
石
川
島
播
磨
、
新
潟
鐵
工
所
が
進
出
す

る
な
ど
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
を
中
心
と
し
た
高
度
経
済
成
長
の
枠
組
み
作
り
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
小
堀2010、

29-30・

248-260・
287-334・

339-342

）。

こ
う
し
た
中
、
六
〇
年
の
所
得
倍
増
計
画
の
開
始
、
六
二
年
の
全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）
の
閣
議
決
定
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
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全
国
レ
ベ
ル
で
の
経
済
発
展
や
開
発
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
と
、
東
北
開
発
促
進
法
の
よ
う
に
東
北
地
方
を
総
合
開
発
の
特
例
と
し
よ
う
と

す
る
動
き
は
埋
没
し
た
（
岩
本1994、

153-164

、
松
本2015、

1

(9
)

7-18

）。

さ
ら
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
ビ
ル
マ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
と
の
間
で
結
ば
れ
た
戦
後
賠
償
、
あ
る
い

は
準
賠
償
な
ど
と
結
び
つ
い
た
形
で
の
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
の
総
合
開
発
へ
の
進
出
と
い
う
形
で
、
総
合
開
発
は
国
内
か
ら
海
外
へ
と

舞
台
を
移
し
て
展
開
す
る
。
一
方
、
水
力
ダ
ム
建
設
な
ど
東
北
・「
裏
日
本
」
の
地
形
に
密
着
し
た
「
資
源
開
発
」
型
の
総
合
開
発
と

は
異
な
る
「
基
盤
移
植
型
」
の
総
合
開
発
の
一
形
態
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
原
子
力
開
発
も
始
め
ら

(10
)

れ
た
。
先
に
見
た
鹿
島

建
設
の
原
子
力
や
海
外
へ
の
雄
飛
の
事
例
は
、
そ
の
典
型
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
て
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
高
度
成
長
の
中
で
、
公
共
投
資
の
傾
斜
投
入
と
補
助
金
と
税
制
に
よ
っ
て
、
太
平
洋
ベ
ル
ト

地
帯
を
中
心
と
す
る
全
国
総
合
開
発
計
画
の
よ
う
な
中
央
集
権
的
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
。
水
・
電
力
・
労
働
力
の
広
域
的
移
転
が
行

わ
れ
、
過
疎
と
過
密
の
現
象
が
始
ま
り
、
大
き
な
経
済
格
差
が
中
央
地
帯
と
そ
れ
以
外
と
で
明
確
化
し
た
（
古
伯1997、

153-164

）。

そ
れ
と
共
に
、
高
度
成
長
に
伴
う
歪
み
も
顕
在
化
し
た
。
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
や
、
工
場
誘
致
に
よ
り
植
民
地
朝
鮮
の
総
合
開
発
か
ら

移
転
し
て
来
た
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
や
新
潟
県
の
昭
和
電
工
鹿
瀬
工
場
（
第
二
水
俣
病
）
な
ど
で
、
公
害
問
題
も
発
生
し
た
。
六
〇
年
代

後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
は
、
高
度
成
長
の
副
作
用
に
対
す
る
批
判
を
背
景
に
、
京
都
、
東
京
、
大
阪
、
沖
縄
、
神
奈
川
な
ど
全
国
で
革

新
自
治
体
も
多
く
生
ま
れ
、「
保
守
の
危
機
」
も
叫
ば
れ
た
。

【
七
〇

八
〇
年
代

「
表
日
本
」
中
心
の
経
済
成
長
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
】

こ
う
し
た
中
、「
裏
日
本
」
か
ら
地
域
格
差
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
を
行
っ
た
政
治
家
が
、
田
中
角
栄
で
あ
る
。
新
潟
県
刈
羽
郡

二
田
村
（
現
在
の
柏
崎
市
）
に
生
ま
れ
た
田
中
は
一
九
三
四
年
、
農
村
工
業
論
を
唱
え
て
柏
崎
に
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
な
ど
の
工
場
を
進

出
さ
せ
て
い
た
理
化
学
研
究
所
の
大
河
内
正
敏
を
頼
っ
て
、
上
京
し
た
。
大
河
内
に
認
め
ら
れ
た
田
中
は
そ
の
後
理
研
関
連
の
事
業
に
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関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
満
洲
で
の
兵
役
を
終
え
て
田
中
土
建
工
業
を
創
設
す
る
と
、
山
口
県
宇
部
市
の
日
満
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
工
場
な
ど

理
研
の
あ
ら
ゆ
る
工
場
の
事
業
計
画
と
工
場
設
置
計
画
に
参
画
し
た
と
い
う
（
松
浦2010、

403-404

）。
後
に
財
界
資
源
派
と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
る
松
根
宗
一
は
こ
の
当
時
理
研
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
に
い
た
が
、
田
中
に
つ
い
て
、「
あ
の
方
は
、
大
河
内
正
敏
さ
ん
（
理

研
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
総
帥
）
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
、
理
研
の
建
設
関
係
の
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
そ
の
続
き

で
、
わ
れ
わ
れ
が
理
研
を
や
っ
て
い
る
と
き
も
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
田
中
建
設
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
時
分
、
彼
は
ま
だ
二
十

歳
代
で
し
た
よ
。
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
、
僕
は
ひ
と
つ
、
彼
に
感
心
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
争
中
に
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
の
工

場
疎
開
を
や
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
よ
。
朝
鮮
の
大
田
と
い
う
と
こ
ろ
に
ひ
と
グ
ル
ー
プ
持
っ
て
行
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
建
設
か
ら

な
に
か
ら
を
全
部
、
田
中
建
設
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
松
根1974、

86-87

）。

大
河
内
は
、
自
ら
の
工
業
立
地
論
に
基
づ
き
、
東
京
近
郊
や
大
都
市
だ
け
で
な
く
農
村
、
そ
し
て
朝
鮮
、
満
洲
へ
と
進
出
し
て
お

り
、
一
九
四
四
年
暮
れ
か
ら
敗
戦
間
際
ま
で
、
軍
の
命
令
で
王
子
区
神
谷
か
ら
朝
鮮
の
大
田
へ
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
の
工
場
設
備
一
切
を

移
転
す
る
た
め
に
、
田
中
が
朝
鮮
北
部
か
ら
満
洲
・
朝
鮮
国
境
地
帯
ま
で
飛
び
回
っ
た
と
い
う
（
松
浦2010、

404

）。
田
中
は
、
後
の

日
本
列
島
改
造
論
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
な
る
農
村
工
業
化
を
柏
崎
の
「
理
研
通
り
」
の
賑
わ
い
に
見
出
だ
し
、
日
満
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
工
場

建
設
で
資
源
確
保
の
必
要
を
理
解
し
（
山
岡2013、

32-47
）、
労
働
者
の
動
か
し
か
た
を
学
ぶ
な
ど
、
大
河
内
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
朝

鮮
・
満
洲
を
舞
台
と
し
た
総
合
開
発
の
シ
ス
テ
ム
を
学
ん
だ
と
言
っ
て
良
い
。

戦
後
田
中
角
栄
は
、
朝
鮮
・
満
洲
で
体
験
し
た
海
外
進
出
型
で
は
な
く
、
内
需
拡
大
型
の
公
共
事
業
に
よ
る
経
済
発
展
に
重
点
を
置

こ
う
と
し
た
。
一
九
四
六
年
の
衆
議
院
初
当
選
以
来
、
住
宅
・
道
路
・
鉄
道
・
郵
便
局
な
ど
を
積
極
的
に
建
設
し
、
風
水
害
対
策
と
河

川
整
備
を
進
め
、
国
土
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
で
政
治
基
盤
を
拡
大
し
た
（
松
浦2010、

852-854

）。
ま
た
、
六
〇
年
代
に
準
備
し
て

来
た
都
市
政
策
大
綱
を
、
地
方
開
発
に
重
点
を
置
く
形
に
変
え
て
、
七
二
年
自
民
党
総
裁
選
挙
を
前
に
日
本
列
島
改
造
論
を
発
表
し
た

（
下
村2011

）。
そ
の
中
で
田
中
は
、
東
京
な
ど
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
な
ど
中
央
都
市
へ
の
過
度
の
集
中
を
是
正
す
る
地
域
格
差
解
消
を
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訴
え
た
。
そ
し
て
首
相
に
な
る
と
、
工
業
再
配
置
促
進
法
を
制
定
し
、
裏
日
本
・
東
北
・
北
海
道
へ
の
工
業
再
配
置
や
全
国
新
幹
線
鉄

道
網
の
整
備
な
ど
を
定
め
た
（
古
伯1997、

164-167

）。

こ
う
し
た
中
、
総
合
開
発
の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
た
の
が
、「
基
盤
移
植
型
」
の
総
合
開
発
で
あ
る
原
子
力
発
電
所
の
整
備
で
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
は
、
海
岸
部
の
人
口
が
希
薄
で
自
治
体
の
財
政
力
も
弱
い
「
僻
地
」
に
建
設
さ
れ
た
。

原
発
立
地
・
周
辺
自
治
体
に
は
、
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
に
基
づ
く
立
地
対
策
費
が
投
入
さ
れ
る
上
、
建
設
の
み
な
ら
ず
、
稼

働
、
定
期
点
検
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
地
域
経
済
効
果
は
大
き
か
っ
た
（
山
川
2015）。
田
中
角
栄
は
、
七
四
年
電
源
開
発
促
進
税
法
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
電
源
三
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
の
税
を
原
発
立
地
自
治
体
に
交
付
す
る
方
向
づ
け
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
担
い
手
と
し
て
総
合
開
発
の
要
と
な
る
と
見
ら
れ
た
原
子
力
発
電
を
地
方
の
過
疎
地
に
誘
致
す
る
と
共
に
、
大
都

市
か
ら
集
め
た
税
金
を
電
力
供
給
の
た
め
の
負
担
に
対
し
て
還
元
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
た
。
す
で
に
六
〇
年
頃
か
ら
、
首
都
圏

か
ら
は
原
子
力
施
設
を
遠
ざ
け
よ
う
と
い
う
反
対
運
動
が
強
く
、
過
疎
地
の
開
発
と
原
子
力
施
設
建
設
と
を
あ
わ
せ
て
全
国
国
土
総
合

開
発
に
組
み
込
む
方
向
が
で
き
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
住
友
2013）。
原
発
立
地
自
治
体
に
は
、
雇
用
の
み
な
ら
ず
原
発
税
収

に
よ
る
巨
額
の
歳
入
が
あ
り
、
電
源
三
法
交
付
金
制
度
に
基
づ
く
様
々
な
名
目
の
交
付
金
が
流
れ
込
ん
だ
（
山
川
2015）。
但
し
、
私

見
で
は
、
原
発
の
総
合
開
発
と
し
て
の
産
業
効
果
な
ど
の
経
済
的
波
及
性
は
立
地
自
治
体
の
発
電
所
周
辺
に
止
ま
り
、
例
え
ば
水
力
発

電
所
の
周
辺
に
重
化
学
工
業
工
場
が
で
き
た
よ
う
な
事
例
と
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

田
中
の
頭
に
は
、
師
で
あ
る
理
研
の
大
河
内
正
敏
か
ら
引
き
継
い
だ
資
源
確
保
や
原
子
力
に
対
す
る
強
い
関
心
が
あ
り
、
水
力
発
電

で
は
こ
れ
以
上
電
源
を
確
保
で
き
ず
、
ま
た
メ
ジ
ャ
ー
（
国
際
石
油
資
本
）
に
多
く
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
石
油
以
外
に
も
電
力
資
源

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
と
い
う
（
山
岡2013、

32-35、
57-61

）。
実
際
に
、
一
九
七
三
年
と
七
九
年
に
、

第
一
次
、
第
二
次
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
も
起
き
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所
が
主
に
各
地
で
建
設
さ
れ
た
の
は
、
田
中
角
栄
と
中
曽
根
康
弘

が
組
閣
し
た
り
、
キ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
り
し
た
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
自
民
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党
の
中
で
原
子
力
開
発
や
そ
の
利
用
に
熱
心
だ
っ
た
田
中
派
や
中
曽
根
派
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
、「
裏
日
本
」
と
東
北
な
ど
の
過
疎
地

へ
の
誘
致
に
積
極
的
に
手
を
挙
げ
た
。
新
潟
に
は
田
中
、
福
島
に
は
渡
辺
恒
三
、
鹿
児
島
に
は
二
階
堂
進
ら
田
中
派
の
政
治
家
が
、
島

根
に
は
中
曽
根
派
の
桜
内
義
雄
（
兄
乾
雄
が
中
国
電
力
会
長
）、
若
狭
湾
に
「
原
発
銀
座
」
を
築
い
た
福
井
に
は
工
事
を
受
注
し
た
熊
谷

組
会
長
の
熊
谷
太
三
郎
参
議
院

(11
)

議
員
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
原
子
力
発
電
所
建
設
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
た
（「
神
話
の
陰
に

福
島
原

発
四
〇
年
6
」『
朝
日
新
聞
』2011.5.30

）。

【
九
〇
年
代
以
降

新
自
由
主
義
と
大
都
市
の
反
撃
】

こ
の
よ
う
な
「
地
方
」
へ
の
地
域
格
差
是
正
を
掲
げ
た
「
裏
日
本
」
や
東
北
な
ど
の
「
厚
遇
」
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
次

第
に
首
都
圏
な
ど
の
大
都
市
を
中
心
と
し
た
反
動
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
改
革
と
バ
ブ
ル
景

気
の
後
、
一
九
九
三
年
自
民
党
政
権
の
崩
壊
か
ら
細
川
護
熙
連
立
政
権
へ
の
移
行
に
よ
り
、
小
選
挙
区
制
な
ど
の
選
挙
制
度
改
革
や
地

方
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
制
度
改
革
が
、
中
央
地
方
関
係
や
国
政
と
地
方
政
治
と
の
関
係
な
ど
現
在
の
日
本
で
起
こ
っ

て
い
る
政
治
変
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
有
力
な
指
摘
が
あ
る
（
砂
原
2012、
砂
原
2017）。
一
九
九
一
年
以
降
の

「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
低
迷
の
中
で
、
田
中
角
栄
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
方
や
農
村
に
対
す
る
地
方
交
付
税
及

び
補
助
金
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
な
ど
に
よ
る
地
域
格
差
是
正
シ
ス
テ
ム
や
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
政
治
シ
ス
テ
ム
に
対
し

て
、
東
京
・
大
阪
な
ど
大
都
市
を
中
心
に
起
こ
っ
た
行
政
・
財
政
・
税
制
の
あ
り
方
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
が
、
こ
う
し
た
改
革
を

生
ん
だ
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
一
年
に
首
相
と
な
っ
た
小
泉
純
一
郎
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
郵
政
民
営
化
な
ど
旧
田
中
派
の
流
れ
を

む
平
成
研
究
会
優
位
体

制
の
解
体
や
、
二
〇
一
七
年
衆
院
選
挙
を
前
に
、
東
京
都
知
事
で
希
望
の
党
代
表
の
小
池
百
合
子
に
、
大
阪
府
知
事
で
日
本
維
新
の
会

代
表
の
松
井
一
郎
、
愛
知
県
知
事
の
大
村
秀
章
、
そ
れ
に
名
古
屋
市
長
で
地
域
政
党
「
減
税
日
本
」
代
表
の
河
村
た
か
し
が
関
わ
っ
て
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浮
上
し
た
「
三
都
物
語
」
構
想
な
ど
は
、
上
記
の
背
景
の
下
に
生
ま
れ
た
、
財
税
政
に
お
け
る
負
担
軽
減
を
求
め
る
新
自
由
主
義
的
な

「
大
都
市
の
反
撃
」
の
例
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
九
三
〇
年
代
は
、
斎
藤
実
（
岩
手
）、
岡
田
啓
介
（
福
井
）、
林
銑
十
郎
（
石
川
）、
阿
部
信
行
（
石
川
）、
米
内
光
政
（
岩
手
）
と
、

藩
閥
政
府
を
独
占
し
た
Ḉ
長
な
ど
の
出
身
で
な
く
東
北
・「
裏
日
本
」
出
身
の
首
相
が
多
い
、
日
本
近
代
史
の
中
で
は
例
外
的
な
時
代

で
あ
っ
た
。
戦
後
の
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
も
、
田
中
角
栄
（
新
潟
）、
福
田
赳
夫
（
群
馬
）、
大
平
正
芳
（
香
川
）、

鈴
木
善
幸
（
岩
手
）、
竹
下
登
（
島
根
）、
中
曽
根
康
弘
（
群
馬
）
と
、「
裏
日
本
」
や
東
北
、
北
関
東
な
ど
、
東
京
で
は
な
い
「
地
方
」

出
身
の
首
相
が
多
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
そ
の
後
は
現
在
ま
で
、
父
祖
の
出
身
や
本
籍
地
は
別
と
し
て
、
東
京
で
育
ち
東
京
の
小
・

中
・
高
、
大
学
を
出
た
、「
東
京
」
出
身
の
首
相
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
近
代
以
降
現
在
に
至
る
首
相
の
出
自
だ
け
を
と
っ
て
見
て
も
、

東
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
の
中
で
、「
日
本
」
の
政
治
経
済
を
ど
の
よ
う
に
「
空
間
設
計
」
す
る
か
と
い
う

枠
組
み
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

前
近
代
、
明
治
後
期
以
降
、
一
九
三
〇
年
代
、
敗
戦
後
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
、
高
度
成
長
期
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
、
新
自

由
主
義
時
代
と
い
う
時
期
区
分
の
中
で
、
日
本
の
日
本
海
側
（「
裏
日
本
」）
及
び
東
北
な
ど
と
、
首
都
圏
な
い
し
大
都
市
圏
を
中
心
と

す
る
太
平
洋
側
と
は
、「
日
本
」
の
「
空
間
設
計
」
を
め
ぐ
り
、
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
く
か
、
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
競
っ
て
き
た
。
一

九
三
〇
年
代
に
朝
鮮
・
満
洲
や
「
日
本
海
」
を
中
心
に
帝
国
内
で
行
わ
れ
た
資
源
立
地
型
及
び
基
盤
移
植
型
の
「
総
合
開
発
」
は
、
敗

戦
後
、
そ
し
て
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
そ
れ
を
応
用
し
た
形
で
、
そ
の
時
々
の
政
治
経
済
に
お
け
る
権
力
バ
ラ
ン
ス
の

再
編
成
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。「
総
合
開
発
」
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
（
水
を
含
む
）・
カ
ネ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
動
を
も
た
ら
す
と
共
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に
、
巨
大
な
建
造
物
や
多
く
の
人
が
利
用
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
建
設
し
て
大
き
な
経
済
変
動
を
も
た
ら
し
、
人
々
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
提
供
す
る
。
そ
し
て
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
国
内
政
治
の
み
な
ら
ず
周
辺
諸
地
域
や
世
界
に
波
及
し
、
権
力
構
造

や
経
済
構
造
の
変
容
を
引
き
起
こ
す
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、「
総
合
開
発
」
と
い
う
枠
組
み
は
、
近
代
以
降
の
日
本
を
、
否
、

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
古
代
以
降
の
世
界
に
お
け
る
政
治
権
力
や
経
済
事
象
を
考
え
る
際
の
、
一
つ
の
有
効
な
「
も
の
さ
し
」
と
な
り
得

る
と
言
え
よ
う
。
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改
題
余
録
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
四
巻
一
〇
号
、1952.10.6

（
K
は
金
子
定
一
と
思
わ
れ
る
。）

郷
古

潔
、
1953、「
日
本
面
か
ら
見
た
岩
手
開
発
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
六
巻
一
〇
号
、1953.10

国
分
謙
吉
、
1952、「
心
田
開
発
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
五
巻
一
号
、1952.8

小
林
英
夫
、
1995
①
、『「
日
本
株
式
会
社
」
を
創
っ
た
男

宮
崎
正
義
の
生
涯
』
小
学
館

小
林
英
夫
、
1995
②
、『
超
官
僚

日
本
株
式
会
社
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
し
た
男
た
ち
』
徳
間
書
店

小
林
英
夫
、
2005、『
満
州
と
自
民
党
』
新
潮
社

小
堀

聡
、
2012、「
臨
海
工
業
地
帯
の
誕
生
と
普
及

土
木
技
術
者
鈴
木
雅
次
の
軌
跡

一
九
二
〇

一
九
七
〇
」『
ノ
ー
ト
ル
・
ク
リ
テ
ィ
ー

ク
』
第
5
号

小
堀

聡
、
2010、『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

資
源
小
国
の
近
現
代
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

小
堀

聡
、
2017、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
成
長
」
中
西
聡
編
著
『
経
済
社
会
の
歴
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

坂
入
長
太
郎
、
1942、『
東
亜
産
業
立
地
の
研
究
』
東
洋
書
館

佐
々
木
軍
四
郎
、
1952、「
県
総
合
開
発
と
ダ
ム
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
五
巻
三
号
、1952.11

佐
藤
健
太
郎
、
2005、「
大
正
期
の
東
北
振
興
運
動

東
北
振
興
会
と
『
東
北
日
本
』
主
幹
浅
野
源
吾
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
一
八
巻
三
・
四
号

下
村
太
一
、
2011、『
田
中
角
栄
と
自
民
党
政
治

列
島
改
造
へ
の
道
』
有
志
舎

杉
田

望
、
2017、『
満
州
経
済
人
脈
』
文
芸
社

砂
原
庸
介
、
2012、『
大
阪

大
都
市
は
国
家
を
超
え
る
か
』
中
央
公
論
新
社

砂
原
庸
介
、
2017、『
分
裂
と
統
合
の
日
本
政
治

統
治
機
構
改
革
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
』
千
倉
書
房

住
友
陽
文
、
2013、「
戦
後
日
本
政
治
史
の
な
か
の
原
発
問
題

柏
崎
刈
羽
原
発
の
誕
生
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」『
史
創
』
第
三
号

竹
内
祐
介
、
2017、「
帝
国
と
植
民
地
経
済
」
中
西
聡
編
著
『
経
済
社
会
の
歴
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
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照
井
廣
治
、
1954、「
大
戦
前
後
の
追
想

日
米
の
戦
争
用
意

郷
古
潔
氏
の
出
所
進
退
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
七
巻
一
号
、1954.1

Ṅ

在
貞
、
2005、「
日
帝
下
朝
鮮
に
お
け
る
国
家
総
力
戦
体
制
と
朝
鮮
人
の
生
活

『
皇
国
臣
民
の
錬
成
』
を
中
心
に
」
日
韓
文
化
交
流
基

金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
韓
歴
史
共
同
研
究
報
告
書
（
第
一
期
）」「
第
三
分
科
報
告
書
」http: //w

w
w
.j kcf. or.j p/proj ects/kai gi /hi story/

fi rst/1-3/

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。2019.2.8

最
終
閲
覧
。

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
（
東
大
社
研
）
編
、
1998、『
二
〇
世
紀
シ
ス
テ
ム
⚔

開
発
主
義
』
東
京
大
学
出
版
会

東
北
開
発
株
式
会
社
社
史
編
集
委
員
会
、
1990、『
五
十
年
の
歩
み
』、
東
北
開
発
株
式
会
社

戸
澤
英
典
、
2003、「
パ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
運
動
の
憲
法
体
制
構
想
」『
阪
大
法
学
』
五
三
巻
三
・
四
号

戸
澤
英
典
、
2003／

2004、「
欧
州
統
合
と
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
」『
H
um
an
Security』
八
号

外
村

大
、
2011、「
日
本
帝
国
と
朝
鮮
人
の
移
動
」
蘭
信
三
編
『
帝
国
崩
壊
と
ひ
と
の
再
移
動

引
揚
げ
、
送
還
、
そ
し
て
残
留
』
勉
誠
出

版
永
井

和
、
2007、『
日
中
戦
争
か
ら
世
界
戦
争
へ
』
思
文
閣
出
版

永
島
広
紀
、
2012、「
朝
鮮
半
島
か
ら
の
引
揚
と
「
日
本
人
世
話
会
」
の
救
護
活
動

朝
鮮
総
督
府
・
京
城
帝
国
大
学
関
係
者
を
中
心
に
」
増

田
弘
編
著
『
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
と
引
揚
・
復
員
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

永
塚
利
一
、
1966、『
久
保
田
豊
』
電
気
情
報
社

中
野
友
禮
、
1954
①
、「
岩
手
随
想

産
業
人
と
し
て
の
忠
告
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
七
巻
四
号
、1954.4

中
野
友
禮
、
1954
②
、「
花
巻
随
想

岩
手
県
を
発
電
県
に
し
た
い
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
七
巻
五
号
、1954.5

中
山

優
、
1953、「
沖
縄
に
対
す
る
米
国
の
態
度
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
六
巻
一
二
号
、1953.12

波
形
昭
一
・
木
村
健
二
・
須
永
徳
武
監
修
、
2002、『
社
史
で
見
る
日
本
経
済
史

植
民
地
編
、
第
15
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
、
所
収
、
高
見
成
『
鮮

満
拓
殖
株
式
会
社
満
鮮
拓
殖
株
式
会
社
五
年
史
』
満
鮮
拓
殖
、
1941

西
谷
弥
兵
衛
、
1956、『
鹿
島
守
之
助
伝
』
東
洋
書
館

狭
間
直
樹
、
2001、「
初
期
ア
ジ
ア
主
義
に
つ
い
て
の
史
的
考
察
⑵

第
一
章

曽
根
俊
虎
と
振
亜
社
」『
東
亜
』
四
一
一
号
、2001.9

原

龍
一
、
1952、「
総
合
開
発
に
対
す
る
県
民
の
協
力
態
勢
（
阿
部
副
知
事
の
嘱
に
応
じ
て
）」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
四
巻
一
〇
号
、1952.10
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平
川

均
、
2008、「
鹿
島
守
之
助
と
パ
ン
・
ア
ジ
ア
主
義
」
名
古
屋
大
学
大
学
院
『
経
済
科
学
』
五
五
巻
四
号

平
川

均
、
2011、
関
口
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
編
『
鹿
島
守
之
助
と
パ
ン
・
ア
ジ
ア
論
へ
の
一
試
論
』
同

広
瀬
貞
三
、
2003、「『
満
州
国
』
に
お
け
る
水
豊
ダ
ム
建
設
」『
新
潟
国
際
情
報
大
学
情
報
文
化
学
部
紀
要
』
六
号

古
伯
忠
夫
、
1997、『
裏
日
本
』
岩
波
書
店

保
城
広
至
、
2008、『
ア
ジ
ア
地
域
主
義
外
交
の
行
方
：
一
九
五
二

一
九
六
六
』
木
鐸
社

堀

和
生
、
2004、「
日
本
帝
国
と
植
民
地
関
係
の
歴
史
的
意
義

大
戦
間
期
の
貿
易
分
析
を
通
じ
て
」
堀
和
生
・
中
村
哲
編
著
『
日
本
資
本

主
義
と
朝
鮮
・
台
湾

帝
国
主
義
下
の
経
済
変
動
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

堀

和
生
、
2005、「
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
工
業
的
分
業
」
中
村
哲
編
『
東
ア
ジ
ア
近
代
経
済
の
形
成
と
発
展
』
日
本
評
論
社

堀

和
生
、
2009、『
東
ア
ジ
ア
資
本
主
義
史
論
〈
1
〉
形
成
・
構
造
・
展
開
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

堀
金
由
美
、
2004、「『
開
発
主
義
』
の
系
譜

開
発
独
裁
,developm
entalstate,開
発
主
義
」
明
治
大
学
政
治
経
済
研
究
所
『
政
経
論
叢
』

七
三
巻
一
・
二
号

真
木
実
彦
、
1976、「
東
北
開
発
政
策
の
展
開
と
昭
和
四
〇
年
代

東
北
政
・
財
界
の
東
北
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
と
政
府
の
東
北
開
発
政
策
」
福
島

大
学
東
北
経
済
研
究
所
『
東
北
経
済
』
六
〇
号

町
村
敬
志
、
2011、『
開
発
主
義
の
構
造
と
心
性

戦
後
日
本
が
ダ
ム
で
み
た
夢
と
現
実
』
御
茶
の
水
書
房

松
浦
正
孝
、
1995、『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治

近
衛
文
麿
と
池
田
成
彬
』
東
京
大
学
出
版
会

松
浦
正
孝
、
2002、『
財
界
の
政
治
経
済
史

井
上
準
之
助
・
郷
誠
之
助
・
池
田
成
彬
の
時
代
』
東
京
大
学
出
版
会

松
浦
正
孝
、
2010、『「
大
東
亜
戦
争
」
は
な
ぜ
起
き
た
の
か

汎
ア
ジ
ア
主
義
の
政
治
経
済
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

松
浦
正
孝
、
2011、「『
大
亜
細
亜
主
義
』
系
の
ア
ジ
ア
主
義
史
料
」『
日
本
歴
史
』
七
五
七
号
、98-99

松
浦
正
孝
編
著
、
2013、『
ア
ジ
ア
主
義
は
何
を
語
る
の
か

記
憶
・
権
力
・
価
値
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

松
浦
正
孝
、
2015、「
ア
ジ
ア
主
義
」
吉
田
裕
他
編
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

松
浦
正
孝
、
2017
①
、「
財
界
人
た
ち
の
政
治
と
ア
ジ
ア
主
義

村
田
省
蔵
・
藤
山
愛
一
郎
・
水
野
成
夫
」『
立
教
法
学
』
九
五
号

松
浦
正
孝
、
2017
②
、「
財
界
人
の
戦
前
と
戦
後
の
あ
い
だ

村
田
省
蔵
と
実
業
ア
ジ
ア
主
義
」
黄
自

進
・
劉
建
輝
・
戸
部
良
一
編
著
『〈
日
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中
戦
争
〉
と
は
何
だ
っ
た
の
か

複
眼
的
視
点
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

松
浦
正
孝
、
2018、「
東
ア
ジ
ア
の
戦
争
と
ア
ジ
ア
主
義
：『
大
東
亜
戦
争
』
へ
向
か
う
日
本
の
対
中
国
政
策
と
対
英
国
政
策
を
中
心
に
」『
第
一

七
回
日
韓
歴
史
家
会
議

報
告
書
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
思
想
と
そ
の
実
践

歴
史
的
考
察
」』
日
韓
文
化
交
流
基
金
。
な
お
本
稿
は
、
こ
の
論

文
と
一
部
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

松
根
宗
一
、
1959、「
電
連
を
牛
耳
る
男
」『
実
業
の
世
界
』1959.7

松
根
宗
一
、
1974、「
三
鬼
陽
之
助
体
当
り
問
答

エ
ネ
ル
ギ
ー
男
、
石
油
連
盟
を
叱
る
」『
財
界
』1974.3.1

松
根
宗
一
、
1976、
進
藤
武
左
エ
門
・
松
根
宗
一
・
宇
佐
美
省
吾
「
電
力
事
業
と
松
永
安
左
エ
門
」『
実
業
の
世
界
』1976.6

松
見
民
夫
、
1954、「
岩
手
県
護
国
同
志
会
結
成
ま
で
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
七
巻
四
号
、1954.4

松
本
武
祝
、
2015、「
東
北
地
方
『
開
発
』
の
系
譜
」
同
編
著
『
東
北
地
方
「
開
発
」
の
系
譜

近
代
の
産
業
振
興
政
策
か
ら
東
日
本
大
震
災

ま
で
』
明
石
書
店

丸
山
邦
男
、
1965、「
鹿
島
守
之
助

物
欲
・
名
誉
欲
・
権
勢
欲
の
三
冠
王
」『
現
代
の
眼
』
六
巻
五
号
、1965.5

三
谷
太
一
郎
、
2017、『
日
本
の
近
代
と
は
何
で
あ
っ
た
か

問
題
史
的
考
察
』
岩
波
書
店

三
谷
太
一
郎
、
2018、『
近
代
と
現
代
の
間

三
谷
太
一
郎
対
談
集
』
東
京
大
学
出
版
会

宮
城
大
蔵
、
2013、「
戦
後
日
本
と
ア
ジ
ア

『
四
つ
の
論
理
』
と
『
三
つ
の
ア
ジ
ア
』」
松
浦
正
孝
編
著
『
ア
ジ
ア
主
義
は
何
を
語
る
の
か
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

武
藤
貞
一
、
1954、「『
日
本
国
憲
法
』
は
偽
物
で
あ
る
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
七
巻
四
号
、1954.4

森

義
真
、
2001、「
金
子
定
一
」
国
際
啄
木
学
会
編
『
石
川
啄
木
事
典
』
お
う
ふ
う

八
木
英
三
、
1953、「
今
村
均
『
戦
犯
』
金
子
選
挙
の
昔
話
」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
六
巻
四
号
、1953.4

山
岡
淳
一
郎
、
2011、『
原
発
と
権
力

戦
後
か
ら
ḷ
る
支
配
者
の
系
譜
』
筑
摩
書
房

山
岡
淳
一
郎
、
2013、『
田
中
角
栄
の
資
源
戦
争
』
草
思
社

山
川
充
夫
、
2015、「
高
度
成
長
期
に
お
け
る
東
北
地
方
の
電
源
・
製
造
業
立
地
政
策
」
松
本
武
祝
編
著
『
東
北
地
方
「
開
発
」
の
系
譜
』
明
石

書
店
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吉
川

洋
、
1997、『
二
〇
世
紀
の
日
本
6

高
度
成
長

日
本
を
変
え
た
六
〇
〇
〇
日
』
読
売
新
聞
社

山
本
唯
人
、
2006、「
佐
久
間
ダ
ム
建
設
と
流
域
経
済
圏
の
変
容
」
町
村
敬
志
編
『
開
発
の
時
間

開
発
の
空
間

佐
久
間
ダ
ム
と
地
域
社
会

の
半
世
紀
』
東
京
大
学
出
版
会

レ
ヴ
ェ
ン
ト
、
シ
ナ
ン
、
2014、『
戦
前
期
・
戦
中
期
に
お
け
る
日
本
の
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
政
策
」

ト
ゥ
ー
ラ
ン
主
義
・「
回
教
政
策
」・
反
ソ

反
共
運
動
の
視
点
か
ら
』
早
稲
田
大
学
出
版
部

鹿

錫
俊
、
2016、『
蒋
介
石
の
「
国
際
的
解
決
」
戦
略
：
一
九
三
七

一
九
四
一
「
蒋
介
石
日
記
」
か
ら
見
る
日
中
戦
争
の
深
層
』
東
方
書
店

「
な
ぜ
鹿
島
は
原
発
の
建
設
に
強
い
の
か
」、
2011、『
週
刊
東
洋
経
済
』
六
三
六
三
号
（
二
〇
一
一
年
一
二
月
三
日
号
）
61
頁

下
記
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。http: //toyokei zai. net/arti cl es/- /8183

（2019.2.8

最
終
閲
覧
）

〈
参
照
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉
以
下
、
す
べ
て2019.1.14

最
終
閲
覧
。

鹿
島
建
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
沿
革
」「
昭
和
初
期
」。https: //w

w
w
. kaji m

a. co.j p/prof /overvi ew
/hi story- 2. htm

l

「
鹿
島
の
歴
史
」「『
鉄
道
の
鹿
島
』
か
ら
『
土
木
の
鹿
島
』
へ
」。

https: //w
w
w
. kaji m

a. co.j p/prof /overvi ew
/160-4. htm

l

同
「
建
築
分
野
へ
積
極
進
出
」。

https: //w
w
w
. kaji m

a. co.j p/prof /overvi ew
/160-5. htm

l

同
「『
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
』
へ
の
道
」。

http: //w
w
w
. kaji m

a. co.j p/prof /overvi ew
/160-6. htm

l

同
「
国
際
化
へ
の
対
応
」。

https: //w
w
w
. kaji m

a. co.j p/prof /overvi ew
/160-7. htm

l

「
鹿
島
の
軌
跡
」。
http://w
w
w
.kajim
a.co.jp/gallery/kiseki
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国
立
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」「
南
部
次
郎
」

http: //w
w
w
. ndl. go.j p/portrai t/datas/156. htm

l ?cat=
11

）

高
橋
秀
雄
1986、「
北
上
川
治
水
の
歴
史
と
現
状
」
土
木
学
会
『
水
工
学
に
関
す
る
夏
期
研
修
会
講
義
集
』
二
二
回
（
岩
手
大
学
）

http: //li brary.j sce. or.j p/j sce/open/00027/1986/22- A
05. pdf #search=%

27%
E9%

A
B%

98%
E6%

A
9%

8B%
E7%

A
7%

80%
E9%

9B%
84+%

E5%
8C%

97%
E4%

B8%
8A

%
E5%

B7%
9D

%
E6%

B2%
BB%

E6%
B0%

B4%
27

日
本
工
営
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
日
本
工
営
の
歴
史
」「
創
業
者

久
保
田
豊
」

https: //w
w
w
. n- koei. co.j p/profil e/hi story/f ounder/

日
本
ダ
ム
協
会
「
ダ
ム
便
覧
」http: //w

w
w
. dam

net. or.j p/D
am

bi nran/bi nran/T
opIndex. htm

l

盛
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も
り
お
か
の
歴
史
」「
盛
岡
の
先
人
た
ち
」「
第
127
回
：
鹿
島
精
一
」

http: //w
w
w
. ci ty. m

ori oka.i w
ate.j p/shi sei /m

ori okagai do/reki shi /1009526/1009629/1009656. htm
l

同
「
第
19
回
：
郷
古
潔
」

http: //w
w
w
. ci ty. m

ori oka.i w
ate.j p/shi sei /m

ori okagai do/reki shi /1009526/1009527/1009546. htm
l

付
記

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
補
助
金
の
課
題
番
号
25380173
及
び18H

03625

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
研

究
拠
点
形
成
事
業
「
新
し
い
世
界
史
／
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
共
同
研
究
拠
点
の
構
築
」
の
成
果
で
も
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
が
討
論
者
を

務
め
た
日
本
政
治
学
会
二
〇
一
七
年
研
究
大
会
の
分
科
会
「
一
九
四
〇
年
代
新
秩
序
構
想
の
中
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
」（
九

月
二
四
日
）
に
お
け
る
議
論
か
ら
も
、
大
い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
な
お
、
本
稿
は
、
国
際
学
術
研
討
会
「
遇
向
和
解
之
路
：
中
日
戦
争

的
再
検
討
」（
台
湾
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
）
に
お
い
て
二
〇
一
七
年
九
月
一
四
日
に
報
告
し
た
「
満
洲
事
変
後
の
総
合
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
戦
後
日
本
」
を
も
と
に
、
同
名
の
日
本
語
論
文
と
し
て
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
黄
自
進
編
『
邁
向
和
解
之

路
：
中
日
戰
爭
的
再
省
思
』
稲
郷
出
版
社
（
台
湾
新
北
市
）、
二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
、
の
た
め
に
、
梁
雯
氏
に
翻
訳
し
て
頂
き
、「
九
一

八
事
變
後
的
綜
合
開
發
計
劃
與
戰
後
日
本
」
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
の
漢
語
論
文
は
、
結
果
的
に
、
日
本
語
オ
リ
ジ
ナ
ル
論
文
で
あ
る
本
稿
と
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同
時
期
に
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
両
論
文
は
ほ
ぼ
（
校
正
段
階
で
修
正
し
た
箇
所
を
除
き
）
同
内
容
で
あ
る
。
翻
訳
と
の
同
時
刊
行
を
お

許
し
下
さ
っ
た
黄
自
進
先
生
と
立
教
大
学
法
学
会
に
感
謝
し
た
い
。

(1
）
か
つ
て
三
谷
太
一
郎
は
松
尾
尊
兊
と
の
対
談
の
第
一
回
「
植
民
地
と
は
何
だ
っ
た
か
」
に
お
い
て
、
日
本
の
植
民
地
化
の
特
色
を
、
か
つ
て
儒
教
文
化
圏
と
い
う
同

じ
文
化
圏
に
属
し
て
い
た
先
進
国
を
植
民
地
化
し
、
そ
れ
を
儒
教
批
判
と
い
う
西
洋
「
文
明
」
に
よ
っ
て
正
当
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
三
谷2018、

12-30

。
こ
の

対
談
の
初
出
は
、『
世
界
』
二
〇
〇
一
年
八
月
号
、209-223

）。
こ
の
対
談
で
示
さ
れ
た
三
谷
の
問
題
意
識
は
、
三
谷
2017、
第
三
章
「
日
本
は
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
植

民
地
帝
国
と
な
っ
た
の
か
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

(2
）
こ
の
五
巻
一
号
（
一
九
五
二
年
八
月
）
は
、
こ
の
後
に
出
た
四
巻
一
〇
号
（
五
二
年
一
〇
月
）
の
表
紙
に
あ
る
注
記
に
よ
る
と
、
巻
号
が
間
違
っ
て
い
た
と
の
こ
と

で
あ
り
、『
雑
文
ク
ラ
ブ
』
か
ら
『
開
發
ク
ラ
ブ
』
へ
の
移
行
に
伴
う
混
乱
を
窺
わ
せ
る
。

（
3
）
『
開
發
ク
ラ
ブ
』
の
毎
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
賀
詞
の
名
簿
を
参
照
。

(4
）
例
え
ば
、
鹿
島
精
一
の
七
周
忌
を
扱
っ
た
五
味
清
吉
「
故
鹿
島
精
一
さ
ん
の
『
厚
相
』」『
開
發
ク
ラ
ブ
』
六
巻
五
号
（
一
九
五
三
年
五
月
）、81-82

な
ど
を
参
照
。

（
5
）
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
鹿
島
1966
の
他
、
戸
澤
2003、
戸
澤
2003／

2004
を
参
照
。

（
6
）
鹿
島
建
設
四
代
社
長
守
之
助
の
後
は
、
五
代
鹿
島
卯
女
、
六
代
渥
美
健
夫
、
七
代
石
川
六
郎
、
八
代
鹿
島
昭
一
で
あ
る
。
ま
た
、
守
之
助
に
見
出
さ
れ
て
鹿
島
建
設

経
理
部
長
、
監
査
役
な
ど
を
務
め
た
塚
田
十
一
郎
は
そ
の
後
政
治
家
に
転
身
し
、
連
続
八
回
衆
院
に
当
選
し
、
第
五
次
吉
田
内
閣
に
お
い
て
郵
政
大
臣
兼
自
治
庁
長
官
兼

行
政
管
理
庁
長
官
と
な
る
な
ど
活
躍
し
た
。
一
九
六
一
年
新
潟
県
知
事
と
な
っ
て
新
潟
県
総
合
開
発
計
画
を
策
定
し
、
六
八
年
か
ら
は
参
院
議
員
に
三
回
当
選
し
た
（
丸

山
1965、166-168

、『
議
会
制
度
百
年
史

貴
族
院
・
参
議
院
議
員
名
鑑
』
1990
な
ど
）。
鹿
島
建
設
の
政
界
・
官
界
・
経
済
界
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示

す
一
例
で
あ
る
。

（
7
）
電
源
開
発
が
施
工
し
た
最
終
最
大
規
模
の
九
頭
竜
川
ダ
ム
建
設
に
あ
た
り
、
三
選
目
の
総
裁
選
で
鹿
島
か
ら
巨
額
の
借
り
入
れ
を
行
っ
た
池
田
勇
人
首
相
が
そ
の
埋

め
合
わ
せ
に
不
正
入
札
を
行
っ
た
金
を
当
て
よ
う
と
し
た
と
い
う
疑
惑
が
浮
上
し
、
一
九
六
五
年
に
は
国
会
で
田
中
彰
治
議
員
が
こ
れ
を
追
求
、
首
相
秘
書
官
と
こ
の
問

題
を
追
及
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
不
慮
の
死
を
遂
げ
る
と
い
う
結
末
を
ḷ
っ
た
（
丸
山1965、

164-168

）。
石
川
達
三
が
書
い
た
小
説
『
金
環
食
』
は
こ
の
事

件
を
題
材
と
し
、
映
画
化
も
さ
れ
た
。

(8
）
本
稿
で
そ
の
意
味
を
分
析
し
た
北
上
水
系
総
合
開
発
（
岩
本1994、

125-137
も
参
照
）
同
様
、
佐
久
間
ダ
ム
（
一
九
五
六
年
竣
工
）
や
静
岡
県
に
お
け
る
総
合
開

発
を
取
り
上
げ
、
朝
鮮
植
民
地
に
お
け
る
電
源
開
発
と
の
連
続
性
や
大
野
伴
睦
・
野
田
卯
一
、
斎
藤
寿
夫
静
岡
県
知
事
ら
政
治
家
と
の
関
係
に
触
れ
つ
つ
、
社
会
学
の
立

場
か
ら
開
発
主
義
や
総
合
開
発
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
、
山
本
唯
人
2006、
河
村
2006、
町
村
敬
志
2011
が
あ
る
。
ま
た
、
戦
前
・
戦
中
期
に
満
洲
重
工
業
開
発

（
満
業
）
の
副
総
裁
・
総
裁
と
し
て
満
洲
国
に
お
け
る
総
合
開
発
に
あ
た
り
、
戦
後
は
電
源
開
発
総
裁
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
資
本
と
技
術
と
を
導
入
し
佐
久
間
ダ
ム
建

設
を
成
功
さ
せ
た
高
碕
達
之
助
に
つ
い
て
は
、
加
藤
2013
を
参
照
。

（
9
）
一
九
六
〇
年
代
な
い
し
昭
和
四
〇
年
代
の
東
北
開
発
政
策
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
川
内
2015、
山
川
2015、
松
本
2015
の
他
、
真
木
1975、
河
上
1998
な
ど
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が
あ
る
。

（
10
）
地
域
開
発
を
「
資
源
開
発
型
」
と
「
基
盤
移
植
型
」
に
分
け
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
山
川
2015
か
ら
得
た
。
但
し
、
山
川
は
、
常
磐
炭
鉱
・
只
見
電
源
開
発
な
ど
の

「
資
源
開
発
志
向
型
」
と
、
常
磐
・
郡
山
地
域
へ
の
電
機
企
業
誘
致
や
原
発
・
火
力
発
電
な
ど
の
「
移
植
型
開
発
志
向
」
と
に
分
け
て
い
る
。
な
お
、
石
井
寛
治
は
、
一

九
二
〇
年
代
の
日
本
の
中
国
へ
の
膨
張
戦
略
を
、「
重
工
業
主
義
」（
満
鉄
路
線
）
と
「
軽
工
業
主
義
」（
在
華
紡
路
線
）
と
に
分
け
て
い
る
（
石
井
2012、
第
5
章
・
第

6
章
）。

（
11
）
熊
谷
太
三
郎
は
自
民
党
福
田
派
所
属
と
言
わ
れ
、
福
田
赳
夫
改
造
内
閣
で
科
学
技
術
庁
長
官
（
原
子
力
委
員
会
委
員
長
兼
務
）
と
な
っ
た
。
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